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2015年9月、バンクーバーからカナディアン・ロッキー
をめぐるバスツアーに参加した。ブリティッシュ・コロン
ビア州とアルバータ州にまたがるロッキー山脈は、カナ
ディアン・ロッキーとして世界遺産に登録されており、2
つの州には時差が1時間ある。アルバータ州側にはバンフ、
ジャスパーといった人気の2大国立公園があり、ブリ
ティッシュ・コロンビア州側にはヨーホー、クートニー国
立公園やマウント・ロブソン州立公園など3つの州立公園
がある。

初日はバンクー
バーを出発して、
北東へ640km移
動。ガイドさんが
気を利かせてくれ
て、予定とはちが
うラックルジュン
のキャンプ場でラ
ンチをとること
に。ラックルジュ

ンは、「ライスカレー」（中井貴一主演で1986年にフジテ
レビ系列で放映されたドラマ）のロケ地。ドラマで使われ
たログハウスを見ながら静かな湖畔を歩いていると、登場
人物たちの声が聞こえてきそうな感覚にとらわれる。この
他、落差が75ｍもあるスパハッツ滝やサーモンの遡上が
みられる穴場など、旅程に入っていない場所を訪れること
ができる。

翌日は、カナ
ディアン・ロッ
キーの最高峰、
標高3,954ｍの
ロブソン山を間
近で見た後、アルバータ州に入り、ジャスパーのダウンタ
ウンを散策。その後、アイスフィールド・ハイウェイを南
下。コロンビア大氷原センターで専用のシャトルバスに乗
り、氷原手前のターミナルから雪上車に乗り換え、アサバ
スカ氷河の中央へ（写真）。氷河は地球温暖化の影響で溶
けて毎年15mほど減少しているという。ガイドさんに、
飲むと寿命が10年延びると言われて氷河の水を飲んで無
邪気に喜んでいたが、少し複雑な気分になる。

3日目はバンフで市内観光をしたあと、筆者にとっての
旅のハイライトであるレイク・ルイーズとモレーン・レイ
ク（写真）を訪れて感激はマックスに。白い雪とエメラル
ドグリーンの湖のコントラストをしっかりまぶたに焼きつ
ける。最終日は、ヴァーノンの果樹園で美味しいアップル
パイを食べて、オカナガン地方のワインルートを通って、
バンクーバーに戻る。

4日間で走行距離2,143kmの旅をしたことを、後日カ
ナダ人の友人に伝えると、「カナダ人ならロッキー・マウ
ンテンの旅は2週間かけるのがフツー。旅行者が行かない
山の頂上までハイキングするもの。」と言われて呆れられ
るが、カナダの雄大な自然に触れて、自分の悩みがいかに
ちっぽけなものか認識する良い機会になった。
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ナイアガラの滝の高さは57mあります。その段差は
Niagara Escarpmentと呼ばれています。アメリカ側とも
つながっていますが、カナダではナイアガラ地方からオン
タリオ州を北に700km以上、平坦な大地のアクセントと
して自然美を生み出しています。Escarpmentに沿った一
帯は、UNESCOによって生物圏保護区（Biosphere reserve）
に指定されています。
滝があるナイアガラ川は、アメリカとカナダの国境線で

す。東側がニューヨーク州、西側がカナダ・オンタリオ州
です。米英戦争時（1812～ 15年）、カナダ戦線において
ナイアガラ川一帯で多くの戦闘があったようです。For Erie、 
Fort Georgeなどは、アメリカとの激戦を経て、カナダが
領土を維持した史跡として残されています。私が研究員と
して在籍しているBrock大学（公立）もSir Izack Brock少
将に因んで命名され、51年前に開学しました。彼はイギ
リス軍の指揮官でこの地で戦死しましたが、アメリカ軍を
駆逐した功績でカナダの歴史的英雄のひとりです。その後、
カナダは1867年に英植民地を統合して（confederation）

独立し、今年150年を迎えます。カナダ人にとっては、
このような国境をはさんで、アメリカ人とは異なるという
アイデンティティを再確認する年となることでしょう。
ナイアガラの滝の上流にはエリー湖、下流はオンタリオ
湖があり、約100mの高低差があります。私の住むSt 
Catharineは、この高低差に逆らって大型船を「登らせる」
ためのWelland運河が名物となっています（写真上）。毎
朝ジョギングで運河付近を走ると、大きな船がゆっくりと
動く姿に出会います。船を眺めながら、長いセントローレ
ンス川をはるばる上ってきたのかな、ClevelandやDetroit
あたりまで行くのかな、などと道のりを想像し、5大湖地
域の産業の息吹のようなものを感じます。このWelland
運河ですが、地元では冬の到来と春の訪れを示す象徴でも
あります。夏の間にたくさんの船を往来させ、1月～3月
の間は管理作業のため水を最小限まで抜きます。冬はかな
り寂しい情景ともなるのですが、4月になるとエメラルド
色の水が注ぎ込まれ、再び満々と水をたたえます。寒いカ
ナダの春の訪れを告げるナイアガラ地方独特の風景です。

カナダ、ナイアガラ地方の風物
法政大学　飯野  厚

カナダ
便り

連載コラ
ム

カナディアン・ロッキーの
大自然を巡る
成城大学　井上  徹

表紙写真
について

★三省堂教科書・教材サイト
http://tb.sanseido.co.jp
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巻 頭 エ ッ セ イ

ただ、子供達が文学に興味を持つかどうかよりも、
より重要なことは、夏目漱石の人格が、人々との関
わりを通して、どのように漱石アンドロイドによっ
て再現されていくか、または、新たに作られていく
かということである。 

読み聞かせというのは、漱石アンドロイドが夏目
漱石らしく人々と関わるための手段である。無論、
読み聞かせよりも、直接対話できる方がいいのであ
るが、対話機能の実現は容易ではないし、不完全な
対話機能は間違った夏目漱石のイメージを再現する
ことなる。対話内容が限られているとしても、漱石
アンドロイドの対話は、文学研究者が夏目漱石らし
いと評価するものになっていなければならない。そ
れ故、対話する漱石アンドロイドの実現はしばらく
時間がかかる。
漱石アンドロイドが日本の各地で人々に読み聞か
せを行えば、人々は漱石アンドロイドこそが夏目漱
石だという印象を持つだろう。現在多くの人は、千
円札に描かれていた夏目漱石を、夏目漱石のイメー
ジとして持っている。漱石アンドロイドは、発話、
表情、動作によって、そのイメージをさらに膨らませ、
夏目漱石は漱石アンドロイドによって表現されてい
ると、人々に思わせるようになるかもしれない。そ
して、そうした漱石アンドロイドが夏目漱石本人に
代わって、新たな影響を人々に与えるようになれば、
漱石アンドロイドは夏目漱石の人格を持ち、現代の
夏目漱石そのものになる。

これまで多くのアンドロイド（人間に酷似した姿
形、表情、動きを持つロボット）を開発してきたが、
新たに、夏目漱石という偉人のアンドロイドを作る
機会を得ることができた。この新たなチャレンジは、
ロボット工学における意味以上に、文学研究的、社
会的意味を持っている。
漱石アンドロイドに取り組む、最も重要な理由は、
現時点において、夏目漱石とは誰も直接話したこと
がないという点である。
文豪夏目漱石が存在したことは日本では誰もが
知っており、その作品の一つや二つは大抵の人が読
んでいるであるが、現在、夏目漱石と直接会って話
したことのある人は、親族も含めて誰一人存在しな
い。このような過去の偉人のアンドロイドを製作す
ることは、様々な意味を持つ。
まず、その漱石アンドロイドの制作そのものが文
学研究に新たな研究方法を提供するということであ
る。文学研究とは、その作者の作品を通じて作者像
を浮き彫りにすることである。作品を通して感じら
れる作者本人の性格やものの考え方等に関する情報
を集め、作者の人物像の再現を試みるのである。そ
うした文学研究に、作者のアンドロイドを用いるこ
とは、様々な研究者の意見をアンドロイドに収斂し
て、より精緻に作者の人物像を再現するという大き
な意味を持つ。文学研究がアンドロイドを用いて新
たな研究手段を持つことになるのである。
そして、そのように再現された夏目漱石の人物像
を持つ漱石アンドロイドは、多くの人に影響を与え、
夏目漱石の人格さえも持つようになる可能性がある。
そのための取り組みとして、日本全国の小、中、
高校や公共施設おいて、主に子供達を対象に、夏目
漱石作品の漱石アンドロイドによる読み聞かせを計
画している。作者本人から直接読み聞かされれば、
文学に対する興味を失いつつある現代の子供も、再
び文学に興味を持つのではないかという期待である。

なぜ漱石アンドロイドを
作るのか
大阪大学教授・ATR客員所長　石黒  浩

1963年生まれ。滋賀県出身。大阪大学基礎工学研究
科教授およびATR石黒浩特別研究室室長。主な著書に
「アンドロイドは人間になれるか」（文春新書）、「ロボッ
トとは何か」（講談社現代新書）、「アンドロイドを造る」
（オーム社）等

p r o f i l e
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1. はじめに

2014年4月の使用開始以来、現場の先生方から多
大なご支持を頂戴してきた現行版の『CROWN English 

CommunicationⅡ』であるが、この度、さらに完
成度の高い改訂版を刊行する運びとなった。現行版
の良さを残しつつ、改善すべき点は大胆に修正を加
えることで、より進化した教科書に生まれ変わるこ
とができたものと確信している。
本稿では、改訂のポイントを紹介するのと同時に、
今後の英語教育の機軸になると予想される「アク
ティブ・ラーニング」（Active Learning、以下AL）
の観点から、教科書活用のヒントを提供したい。

2. 改訂の基本方針

最初に、今回の改訂の基本方針について確認して
おきたい。第１のポイントは、＜題材中心主義＞を
継承しつつ、本課レッスンの題材の部分的な差し替
えを行ったことである。具体的には、本課10レッス
ンのうち３レッスン、およびOptional Lessonの差
し替えを行った。さらに、各課に配置したOptional 

Reading 10編のうち、５編の差し替えを行った。都
合、14編が今回新しく導入されたことになる。
第２に、生徒の発信力強化を目指して、コミュニ
ケーション能力を育む活動を行う場として、Your 

Reactionというセクションを設けた。本課の内容を
単に受動的に受け入れるだけでは、思考力・発信力
の養成を目指す英語教育の目的を果たすことはでき
ない。「君はどう考えるのか？」という観点から、生
徒自身が自分の考えを構築する場を提供する必要が
ある。Your Reactionが、まさにそうした必要性に応
える場となることを期待している。
第３に、「質量面での格段の充実」を実現したこと
である。「教科書を教える」という考え方から「教科

書で教える」という教科書観に基づき、現場のニー
ズにしたがって題材の選択が可能になるような内容
を盛り込んだ。特に本課と対になるOptional Reading

は、そうした要望に十分に応える内容になっている
と考える。

3. 多様性に富んだ題材

『CROWN English Communication』では、生徒
の思考力や知的好奇心に訴えるような題材を厳選し
提供することを重要視している。今回、本課で取り
上げたテーマは、言語・科学・冒険・生き方・伝統
文化・国際協力・医療・歴史・環境・平和・社会貢
献など多岐にわたっており、生徒の視野を広げるた
めの題材が豊富に提供されている。以下、各レッスン
で取り上げたテーマとその概要を示す（次頁を参照）。
本課は合計10レッスンから構成されている。その
うち★印を付した３レッスンが今回新たに導入した
もので、その他の７レッスンは現行版からの継続と
した。ただし、☆印を付したL. 9  “The Long Voyage 

Home” は、部分的修正を加え、内容を時代に即した
ものにした。Optional Lesson（選択教材）について
は、  “Err in the Direction of Kindness” を新たに導入
した。もともとはアメリカの大学の卒業式でのスピー
チであるが、日本の高校生にとっても、豊かな人生
経験を持つ作家のことばに耳を傾け、人生にとって
何が大切なのかを学ぶ意味は大きい。

4. Active Learningの視点とレッスン構成

今後の英語教育の改善に向けて、「学び」へのアプ
ローチの本格的な軌道修正が提唱されている。ここ
で、ALをもとに教育実践を行うに際して、その基本
的な考え方を整理しておこう。ALにとって重要なの
は、「学び」に対する考え方である。学びは、教師か
ら生徒へと一方向的な知識の伝授という形で行われ

慶應大学名誉教授　霜崎  實

特 集1　教科書（改訂版）Part 2

『CROWN English CommunicationⅡNew Edition』
－ Active Learningを視野に入れて－
『CROWN』シリーズ代表著者
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るのではなく、学びの主体である生徒が自ら積極的
に学びの活動に関わることで、より深い学びが実現
する。表面的な知識の習得ではなく、生徒自身にとっ
て意味のある学びを実現するためには、受動的な学
びではなく、能動的な学びが必要となる、というこ
とである。そのためには、生徒の価値観・経験・視
点などをもとに、意見交換の場（たとえば、ディスカッ
ション）を設ける必要がある。しかし、単に話し合
いの時間を設けるだけでは不十分である。有意義な
学びのためには、資料を読んだり、リサーチを行っ
たり、論点や自分の考えを整理して書いたり、といっ
た活動が前提となる。また、ALを通じて、生徒が一
人では取り組めないような、問題発見や問題解決と
いった、挑戦的なレベルでの学習活動が行われるこ
とも大切である。このような考え方を念頭に、以下、
レッスン構成を紹介しつつ、AL活動の提案を行って
いきたい。

4.1 Pre-reading活動
タイトルページでは、本文のテーマを端的に表現
したエピグラムを用意した。レッスンに入る前、あ
るいは本文の学習を一通り終えた段階で、エピグラ
ムの意味や本文内容との関連性について生徒にディ
スカッションさせてみるとよい。（以下、AL活動が

有効だと思われるところには、［⇒AL］と表示する。）
Take a Moment to Thinkでは、本課の内容に関連

した英問を提示した。生徒の背景知識を活性化させ
ることを目的としたものであるから、本課への導入
として活用していただきたい。ここでも、小グルー
プでのディスカッション［⇒AL］の形をとることもで
きる。

4.2 Reading活動
本文は4セクションから構成され、原則として見

開き2ページである（ただし、§1の本文は1ページ
構成）。本文の理解を助けるために、傍注で慣用表現
とそのパラフレーズを英語で提示し、脚注では必要
に応じて例文を提示した。
また、セクションごとに、本文の内容理解を確認

するための英語の設問ならびにリスニング問題（TF

問題）を用意した。

4.3 Post-reading活動
（1）Comprehension

ComprehensionのCheckでは、多肢選択問題を
用意した。作成にあたっては、瑣末な問題を排し、
内容の骨子や重要な情報を問う設問に絞った。本課
の学習を終えてからの確認として利用してもいいし、

レッスン タイトル テーマと概要
Lesson 1★ Around the World on a Bike ［冒険・生き方］ 劇作家として活躍する平田オリザ氏の若き日の冒険旅行を扱う。

Lesson 2 Into Unknown Territory
［伝統文化・生き方］ 将棋界の第一人者である羽生善治氏の将棋への取り組みから、経験や直
観などに対する考え方を学ぶ。

Lesson 3★ OOPARTS
［探求・科学・歴史］ ナスカの地上絵のように、今日でも科学的に解明されていない謎につい
て取り上げる。

Lesson 4 Crossing the Border
［国際協力・医療］ 日本人医師として初めて国境なき医師団に参加した貫戸朋子氏が、医療援
助の現場での経験を語る。

Lesson 5★ Saving Cherokee
［言語・民族］ アメリカ先住民の言語、チェロキー語の歴史と復権運動を取り上げることで、
母語の大切さについて学ぶ。

Reading 1 Sun-Powered Car ユーモア短編を英語で読む。

Lesson 6
Ashura̶A Statue with 
Three Faces

［伝統文化・歴史・芸術］ 興福寺の阿修羅像を取り上げ、それを取り巻く歴史・工法・表情の
謎について考える。

Lesson 7 Why Biomimicry?
［発明・環境・共生］ 自然の中に最先端テクノロジー開発のヒントが隠されている。科学技術
と自然との共生がテーマ。

Lesson 8 Working against the Clock ［平和・社会貢献］地雷除去のための国際協力活動を紹介しつつ、平和の問題について考える。

Lesson 9☆ The Long Voyage Home
［自然科学・宇宙］ 小惑星探査機「はやぶさ」が困難に満ちた宇宙の旅を経て、いかにミッショ
ンを達成したのかを紹介する。

Lesson 10 Grandfather’s Letters
［手紙・家族・歴史］ 祖父から孫たちに送られた1,200通もの絵手紙の発見。手紙による家族の
交流と絆について考える。

Reading 2 A Fall Before Rising ［冒険・生き方］ ヒマラヤ登山で九死に一生を得た主人公の体験とその後の生き方について学ぶ。

Optional Lesson★ Err in the Direction of 
Kindness

［スピーチ］ アメリカの作家、ジョージ・サンダース氏のスピーチから、「他人への優しさ」に
ついて考える。

『CROWN English CommunicationⅡ New Edition』の題材：テーマと概要 ★新題材
☆部分改訂
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予習用として活用することもできる。
Summaryは、本文の全体像を俯瞰する力を養うこ

とを目的としている。そのためには、はじめに生徒
個人に要約のドラフトを書かせ、それをもとにグルー
プ・ディスカッション［⇒AL］を通じて、協同で要約
を作らせるのもよい。教科書の穴埋め式の要約問題
は、AL活動が終了してから、要約のサンプルとして
検討してもよい。

Food for Thoughtは、生徒が情報を取り出し、解
釈し、自らの体験等を踏まえて英文内容の理解を深
めることを目的としている。この活動は日本語で行
うことを想定しているが、AL活動によって、より深
い学びに導きたい。
（2）Your Reaction
このセクションは、本課の内容を踏まえて自分の

考えを構築することを目的としている。４つのステップ
から構成されているが、ぜひAL方式で活用してみたい。
まず、Agree or Disagreeでは、本課のテーマについ
て、ある意見が提示される。次に、Agree、Disagree、
Cannot decideの中から、自分の立場に近いものを
選択し、その理由を英語で書いてみる。
次に、Let’s listen to the dialogでは、Meiと Jerry

のダイアログを聴いて、リスニングによる内容理解
を試みる。巻末に掲載したスクリプトは伏せて、ま
ずリスニングから入るようにしたい。次に、スクリ
プトを確認し、内容の理解を確かめる。授業では、
意見表明の仕方や反論の仕方にも注意を喚起したい。

Let’s write about itでは、ダイアログを踏まえて、
自分の意見を英文でまとめる。その際、教科書のサ
ンプルが参考になる。時間的な余裕があれば、グルー
プ・ディスカッション［⇒AL］を行うことも考えられ
る。それぞれが自分の立場表明をしつつ、他のメン
バーからの質問や反論に答えることで、英語での生
きたコミュニケーション活動を体験することができ
るだろう。

Anything more to say?では、自分の好きな設問
について、短いエッセイを書かせる宿題として活用
することもできる。また、生徒の関心とレベルを考
慮しつつ、ディスカッション［⇒AL］のテーマとして
活用することも可能だろう。
（3）Grammar

Grammarでは、重要な文法項目を取り上げ、解説
と例文を提示した。＜文法コラム＞では、生徒から

の疑問を想定して解説を施した。文法を単なる暗記
の対象とするのではなく、理解して納得することが
大切であるという考えに基づいたものである。さら
に、学んだ文法項目を活用して、生徒が自分の体験
や考えを述べる「自由英作文」の課題も用意したの
で、こちらはAL活動に活用していただきたい。
（4）Exercises

Exercisesでは、Grammarで学んだ文法項目の理
解を確認し、表現活動に結びつけるための練習問題
を用意した。穴埋め形式、語形変換、部分作文問題、
整序問題などさまざまなタイプの問題に取り組むこ
とで、文法理解を確かなものにしていただきたい。
（5）Optional Reading

Optional Readingでは、本文のテーマに関連した
内容を扱った英文を取り上げた。脚注を参照すれば、
辞書の助けがなくても通読することができるはずで
ある。ただし、Optional Readingは発展的な学習内
容を含むので、自学自習用の教材として活用するこ
ともできる。
なお、巻末のToolboxでは、レッスンごとに「本
課の関連語彙」、「Your Reactionで使える語彙・表
現」、「Grammarの自由英作文で使える語彙」を提示
したので、AL活動などの際に利用していただきたい。
また、機能表現（Functional Expressions）も適宜活
用していただきたい。

5. おわりに

以上、『CROWN English CommunicationⅡNew 

Edition』の編集方針、教材内容、レッスン構成など
について述べてきた。さらに、英語教育において「深
い学び」を実現するために、説明の随所にAL活動の
提案を行ってきた。もちろん、すべての提案箇所で
AL活動を導入すべきだという主張をしているわけで
はない。授業時間の制約や生徒のレベルや関心を考
慮しつつ、それぞれの現場にあった取捨選択を行っ
た上で実践を試みていただきたい、ということであ
る。すでにALを取り入れた授業を実践していらっ
しゃる先生方も少なくないと思うが、現場からのAL

の実践報告をお寄せいただければ幸いである。
英語授業の活性化と知識の内在化、そしてバラン

スのとれたコミュニケーション能力の育成のために、
改訂版教科書が少しでも役に立つならば、編集委員
会にとってこれにまさる喜びはない。
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関西外国語大学客員教授　森住  衛
『MY WAY』シリーズ代表著者

特 集1　教科書（改訂版）Part 2

『MY WAY English CommunicationⅡNew Edition』
－題材の改訂と新潮流の考え方－

1. はじめに ― 教科書の分析の論点と視点

現行版の『MY WAY English Communication Ⅱ』
（以下、『Ⅱ』）を紹介したのが、2013年の春でした。
あれから4年を経ましたが、この期間を前後して、
文科省から日本の高校英語教育界が影響を受ける大
きな提案や方針の開示がありました。たとえば、大
学入試への外部試験の導入、英語の授業は原則とし
て英語、CEFRのCan Do Listの導入、そしてアクティ
ブ・ラーニングなどです。これらはいわば不易流行の
「流行」で、教科書作成においては、当然、考えなけ
ればいけませんが、「不易」の部分もおろそかにでき
ません。不易の最たるものは、およそあらゆる教育
が担っている人格形成や恒久平和の目的です。外国
語教育に限っていえば、この目的を支える異文化理
解関係の題材や言語材料や言語活動の基本を生徒に
保障することです。本稿は、このような立脚点のも
とに、①「MY WAY コミュニケーション英語シリー
ズ」の特長、②題材を中心とする『改訂版Ⅱ』の内
容、そして、③「アクティブ・ラーニング」への対処、
の3点を取り上げます。この3点とも不易流行の両
面がありますが、相対的には、①は不易、②は不易
と流行、③は流行という位置づけで取り上げます。

2. 「MY WAY コミュニケーション英語シリーズ」の特長

教科書を分析したり、評価したりする場合は、し
ばしば、題材内容、言語材料、言語活動、教科書構
成の4点に言及されます。これらについては、不易
流行の2つの視点とともに、本誌2016年夏号で『Ⅰ』
の改訂版を説明したときに取り上げました。ただ、
『Ⅱ』（改訂版）からMY WAYシリーズを初めて使う
先生方もいますので、本稿でも略述しておきます。
1）題材： 多様さと深さ
教科書の核になるのは本文の題材内容です。この

題材内容に高校生に訴えるメッセージ性がない教科
書は、「魂」がないのも同然です。そのために、「MY 

WAY シリーズ」は題材には力を注いできました。
また、本課の他にも<Optional Reading>を設け、
各課ごとに関連する話題を取り上げているので、題
材の深化も目指しています。この詳しいことは，次
の「題材を中心とする『Ⅱ』の改訂の特長」で取り
上げます。
2）言語材料： 語彙と文法の強化
古今東西言われてきているように、「語学はやはり

語彙と文法」です。この2つがしっかりと身につい
ていれば、実践的コミュニケーションにも大学受験
にも役立ちます。しばしば日本人が英語をしゃべれ
ないとか、大学新入生のレベルが落ちたとか言われ
ていますが、原因はこの語彙と文法指導の貧困にあ
るのです。語彙はその分量が不足しています。これ
が次の学習指導要領でようやく少しは解消されよう
としています。文法は極言すれば「脇に追いやられ
て早30年」です。特に、コミュニケーションとセッ
トにされているために、認知的な理解が衰退してき
ています。『MY WAY』（改訂版）はこの語彙力と文
法力の増強のために、説明や練習を質量ともに増や
して強化しました。特に、『MY WAY』の独自性と
いう点では、文法の説明の内容です。まず、教科書
本文から該当する文を取り上げています。次に、文
法説明を図式風に解説しています。そして、最後に
キャラクターに一言で語らせ、これを吹き出しにし
ています。
3）言語活動： ReadingとThinking主導
言語活動は一般にListening・Speaking・Reading・

Writingの4技能を指しますが、これにThinkingを
加えて5技能と考えるべきでしょう。このThinking

は4技能の中核にある技能で、それぞれの技能と結
び付いています。『Ⅰ』および『Ⅱ』の教科書はいわ
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ゆる総合教材ですので、このいずれをも扱っています
が、『MY WAY』ではその中心をReading & Thinking

に置くことを不易としています。これは以下の理由
からです。
① Readingは他の技能の基礎になる。
② TEFLではReadingが最も効率がよい。
③ Thinking を促すにはReading が最適。
④ 他の3技能は英語の他の科目でも扱える。

4）教科書構成： 斬新で使いやすい
教科書構成とは、教科書にどのような内容をどの
ような順序で盛り込んでいるか、レイアウトはどの
ようになっているかなど、教科書の体裁です。『Ⅱ』（改
訂版）は具体的には、以下のようになっています。
（1）教科書の全体の流れ

●	 	表見返し：Take your time and enjoy the journey.
●	目次
●	本書の使い方：本文ページ、課末ページ
●	各課（cf.「（2）各課の構成」）
●	文法のまとめ、Sounds、Vocabulary Building、
 Activity Corner 各①～④：2課ごとの配置
●	Reading 1, 2：4課と10課のあと
●	付録：文法･文型例文集、Word List・Idiom List
● 裏見返し：Someday in this town ... 

（2） 各課の構成
●  タイトルページ：Before You Read
●  本課本文（左ページ）とセクションごとの活動（右
ページ）

●  課末の総合練習問題
●  Optional ReadingとQ&A

この構成は、全体としてはどの教科書も「似たり
寄ったり」かもしれません。あえて、『MY WAY Ⅰ・
Ⅱ』（改訂版）を他者の教科書との差別化で言うと、
各課の後にOptional Readingを設けていること、課
末の総合練習問題に＜考えてみよう＞を入れている
ことで、教科書構成でも題材やReadingを深めてい
ることです。

3. 題材を中心とした『Ⅱ』（改訂版）の特長

言言語材料や言語活動を取り上げる形式は『Ⅰ』（改
訂版）と同じで、項目が若干異なるだけなのでここで
は省略して、最も改訂が多い題材について取り上げま
す。以下が『Ⅱ』（改訂版）の本課および<Optional 

Reading>（以下、OP）の一覧です。

L1. Pictograms ［絵文字・ことば・世界］
   世界のピクトグラムのいろいろ 
 OP：Coats of Arms ［紋の伝統・英国・日本］
   英国の紋章と日本の家紋の比較
L2. A New Way to Clean up the Ocean ［若者・環境］
   海のゴミを清掃する若者のアイディア
 OP：Waste Banks ［再生利用・環境・東南アジア］
   インドネシアの「ゴミ銀行」の仕組み
L3. Cuba ［教育・医療・相互扶助・中米］
   カリブ海のキューバの社会と文化
 OP：“Go” in Cuba ［ゲーム・グローバル化］
   キューバで人気の高いゲーム：碁
L4. The World’s Poorest President ［幸福･人生・政治］
   ウルグアイの「世界で最も貧しい大統領」
 OP：The Uruguayan National Drink ［比較文化・茶］
   ウルグアイの国民的飲料のマテ茶
Reading 1  The Open Window ［サキの珠玉の短編］
    病気静養のために田舎の知人宅に滞在する青年は、開け放
しにされたフランス風戸口にまつわる話に驚かされるが…

L5. Eye Contact ［コミュニケーション･障がい者］
   デフリンピックのサッカーの日本チーム
 OP：Blind Soccer ［スポーツ・共生］
   ブラインドサッカーで大切なもの
L6. Space Elevator ［科学・宇宙］
   本当にエレベーターで宇宙に行けるのか
 OP：Hayabusa 2 ［科学技術・日本］
   小惑星探索機「はやぶさ2」の挑戦とは
L7. An Encouraging Song ［若者・音楽・震災］
   坂井泉水『負けないで』の勇気と希望
 OP：Heal the World ［ポップス・歌詞］
   マイケル･ジャクソンが残したメッセージ
L8. Language Contacts ［言語接触・混合言語文化］
   小笠原の独特な環境と言語文化 
 OP：A Pidgin English ［ピジン英語・Englishes］
   ハワイの現地語と英語の混合語 :ピジン英語
L9. Charles Chaplin ［人物伝・青春・苦悩］
   チャップリンの喜劇の裏に青春時代の苦悩
 OP：A Speech from The Great Dictator ［英語・演説］
   映画『独裁者』の最終場面の名演説
L10. The Five̶story Pagoda of Horyuji ［日本・建築］
   なぜ五重塔は倒れないのか
  OP：Pyramid―A Stone Structure ［建築・エジプト］
   4,000年の歴史のピラミッド
Reading 2  A Letter to Italy ［映画・若者］
    ある日、イタリアのロゼッタにオーストラリアから届
いた一通の手紙。これが4人の若者の運命を変える。

今回の『Ⅱ』（改訂版）で、題材を新しくしたのは
第2課から第4課までの3つの本課とOP（計6つ）、
そしてReading 1つ（網掛けの部分）です。『Ⅱ』（改
訂版）の本体は、全体が10課と10のOP、そして2

つの読み物ですので、半分近くを変えたことになり
ます。変えた理由は、高校生にいわば流行の話題を
届けたいからです。

Reading 1を除けば、いずれもこの3～4年に出て
きた話題です。この「流行」に対して 『MY WAY』
が題材における「不易」と考えていることに、外国
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語教育をはじめとする言語教育の題材は言語につい
ての話題を取り上げるべきという理念があります。
このため、今回の改訂でも、ことばに関する題材は残
しました。第1課、5課､7課、8課です。この他、多
少ともスピーチなど言語コミュニケーションに関係す
る話題は、第4課、第9課です。つまり、半分近く
が言語に関する話題と言っても過言ではありません。

4. 英語教育の最近の潮流への対応

いつの時代でも、どのような分野でも、「流行」が
あります。これは、その時代に合うという点では重要
ですが、それに文字通り「流されない」ようにしなけ
ればいけません。この立脚点のもとに、最近の4～5年
で浮上してきた英語教育における「流行」とこれに対
処する教科書のあり方について述べておきます。一言
でいうと、「適宜にできる範囲で対応する」となります。
まず、大学入試へのTOEFLなどの外部テストの導
入の問題ですが、これには是非論があります。仮に、
参考程度に導入された場合でも、教科書作成には直
接関係しません。センター試験などを教科書で多少
とも意識して取り上げるのは「コミュニケーション
英語Ⅲ」です。
次に、「英語の授業は原則として英語で」の問題で
す。この方針に沿って教科書の指示文などをすべて
英語で書く教科書なども出ていますが、『MY WAY』
ではそこまでの対応はしていません。しかし、英語
の授業ですので、英語で進めた方が望ましい部分が
あります。たとえば、挨拶や問題の指示、口頭導入
や口頭まとめ、教室英語などです。逆に「英語で」
が望ましくない場合があります。それは、文構造［文
法］の説明やことばの大切さ、面白さ、不思議さ、怖
さなどの説明のときです。また、題材内容の深い読
みやCritical Readingの解説をするときです。なお、
「教師用指導書」では『英語で授業編』を用意してあ
ります。それぞれの学校や生徒の実情のTP0に応じ
て活用してください。
最後に、「アクティブ・ラーニング」です。この指導
法が最初に打ち出されたのは、2012年の中教審の答
申の「用語集」で、以下のように説明されていました。

教員による一方向的な講義形式の教育とは異なり、学修
者の能動的な学修への参加を取り入れた教授･学習法の
総称。学修者が能動的な学修への参加を取り入れること
によって、認知的、倫理的、社会的能力、教養、知識、
経験を含めた汎用的能力の育成を図る。発見学習、問題

解決学習、体験学習、調査学習などが含まれるが、教室
内でのグループ･ディスカッション、ディベート、グルー
プワークなども有効なアクティブ･ラーニングである。

文科省は、最近ではこれを「主体的･対話的な深
い学び」という言い方に変えています。このこと自
体はよいことで、英語教育において賛同できる点も
あります。ただ、あまり頑張らない方がよいと思い
ます。その理由は、以下の5つの点で疑問点や危う
さがあると思われるからです。第1点は、この指導
法は1990年代に欧米の高等教育を中心に普及した
ものです。日本では中教審の大学部会が2012年の
答申で取り上げました。これを中・高に当てはめる
には無理があります。第2点は、高校段階でも、英
語など外国語の活動としては、内容が「高度」過ぎ
ます。上記の定義や解説を実現するには、母語の国
語教育でもむずかしいでしょう。第3点は、第2点
を受けた議論になりますが、外国語教育では、これ
以前にしなければいけないことが多々あります。言
語材料に関する基本的な知識、5技能（thinkingを含
む）の基本的な技能の定着です。第4点は、この指導
法を採用するには予習や復習の時間を十分にとらな
いといけません。上記の定義で「学修」という用語
を使っているのは、学校の授業に加えて、「自宅学習」
にその2倍の時間をとるといういわば単位制（大学）
に基づいているからです。第5点は、この種の指導
法は部分的にみれば今に始まったことではありませ
ん。共同学習、発展学習、調査学習、ディスカッショ
ン、ディベートなどは昔からありました。最近では
観点別評価やCan Do Listなどもこの例に入ります。

5. おわりに ― バランスの大切さ

以上、「MY WAYコミュニケーション英語シリー
ズの特長」「題材を中心とした『Ⅱ』（改訂版）の特長」、
そして「英語教育の最近の潮流への対応」について
述べてきましたが、この3つに共通することはバラ
ンスをとるということです。特に、「流行」が入って
来た場合には、その方向に流されないように注意が
必要です。よい部分は吸収して、過度には傾かない
ことです。これは、教科書の編集についても言えます。
一言で表しますと、知識、技能、観点の3つのバラ
ンス、不易（教養）と流行（実用）のバランスがとれて
いるかです。『Ⅱ』（改訂版）はこのような思いで編
集した教科書です。
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1. はじめに

「コミュニケーション英語Ⅱ」の改訂版『VISTAⅠ』
に続いて、改訂版『VISTAⅡ』を多くの先生方にご
覧いただける運びとなり、大変嬉しく思います。
『VISTA』シリーズは、繰り返し学ぶことで、英語の
基礎・基本をしっかりと定着させることを第一の目
的とした教科書です。『VISTAⅡ』もこれを最重点と
して、『Ⅱ』ではさらに、『Ⅰ』で学んだ事項も含めて、
それまでに学んだ知識を「聞く」「話す」「読む」「書く」
の4技能を用いたコミュニケーションの様々な場面
で用いる練習を通して、英語を学ぶことへの動機を
高め、英語の運用力を高めることを目指しています。
時代や地域を越えた多彩な題材を揃え、学びやす
く教えやすい教科書として、多様なレベルの英語力
を持つ生徒の指導に対応できるように工夫しました。

2. 『VISTAⅡ』の編集方針

小学校の英語活動と中学校の外国語（英語）指導を
経た、高等学校の外国語（英語）は、これからの日本
を支える若者たちが、世界の言語やその背景にある
文化を尊重し、主体的に外国語を用いてコミュニケー
ションを図ろうとする態度を育成するための指導の
最終段階にあります。「コミュニケーション英語Ⅱ」
では、社会で活用できる英語を身につけることが求
められています。
もちろん基礎となる知識が不十分では、その活用
は望めませんが、基礎固めと同時にそれを活用する
スキルも身に付けなければなりません。しかし、現
場では、高校生の英語の学習意欲に課題を感じてい
る教員も少なからずあるのではないでしょうか。そ
こで、『VISTAⅡ』では、文脈から取り出した例文の
みで英語の仕組みを学ぶのではなく、様々な題材内
容を理解することを通して、日本語とは違う英語の
ルールに気づいてもらうことができるよう、英語に

触れることが楽しいと思ってもらえる教科書作りを
大切にしています。

4技能を組み合わせたり、統合したりした言語活
動をバランスよく配置し、生徒たちが、違う文脈で
同じ表現や構文を繰り返し用いる機会を作るよう工
夫しました。教科書の各課の構成は『VISTAⅠ』と
同様に、まず1ページ大の写真を見ながら行う導入
用 listeningセクションのWARM UP!があります。
紙面上の簡単な質問に答えたあとに、英語の短い解
説を聞いて答えを確認します。本文はセクションご
とに１ページにまとめました。内容を理解する補助
として本文には、日本語によるReading Pointを示
しました。また、本文中、新出文法の箇所にはマー
クが付され、各課の最後には文法解説STUDY IT!が
あります。テキストの音読CDは、もちろん listening 

やwritingに活用できます。また、内容についての簡
単なQ & A!はspeakingとwritingの補助として、さ
らに、各セクションのページの下にある、本文から
アクセントやイントネーションなどに留意したい部
分を取り出した練習SAY IT!は、発音や音読指導の
補助となります。
題材内容に興味を持ち、レベルに応じた練習を繰

り返すことで、基本を学んだうえで、応用問題も含
まれた課末の練習であるPRACTICE!にチャレンジ
し、成功体験を積むことで、自然に英語への抵抗感
が興味へと変わっていくことを期待しています。

3. 改訂版のポイント

1）生徒が興味を持つ話題を掘り下げて読む
『VISTA』では、話題性のある題材が豊富に扱われ
ています。現行版『VISTAⅡ』の、アイルランドの
魅力、ノーベル賞のエピソード、ツタンカーメンの
墓に残された花、ガラパゴス諸島の現状、日本の伝
統文化、書道の新しいスタイル、水族館の今と昔、

昭和女子大学　金子  朝子

特 集1　教科書（改訂版）Part 2

『VISTA English CommunicationⅡNew Edition』
アクティブ・ラーニングを見据えて
―興味ある題材で言語活動を―
『VISTA』シリーズ代表著者
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特 集1　教科書（改訂版）Part 2    

日本とトルコの友好関係の歴史の話題に加えて、改
訂版では、アメリカ、デンマーク、ベトナムの誕生
日の祝い方、サグラダ・ファミリアの特色、テニス
の錦織選手の活躍の秘訣を題材としています。また、
ENJOY READING!では落語の「まんじゅうこわい」
をドラマ仕立てにしました。
自分とは違う視点からとらえた発見、世界のさま
ざまな文化や歴史など、単に話題を紹介するだけに
留まらず、内容理解のTHINK!では、PISA型読解力
による本文の読み取り方にも挑戦します。ここでは、
話者や書き手が伝えたいことは何かを捉える、自分
の知っていることと関連づける、「もし～なら」と仮
説を立てて予測するなど、内容をより深く掘り下げ
て考えます。

2）文法の基本を徹底する
往々にして、文法事項は一つの課で一度扱われる
だけで、復習の機会がないことになりがちです。
『VISTA』では、必ず前課で扱った文法事項は、次の
課でも本文で用いて定着を図る機会を作っています。
＜Part 1＞では疑問詞や ifで始まる節、比較の表
現、名詞を修飾する分詞、知覚動詞、tell ～ to do、
使役動詞、関係代名詞whatを、＜Part 2＞ではhow 

to do、It seems that ～ .、現在完了進行形、形式目
的語 it、部分否定、can be done、関係代名詞の非制
限用法、have been done、過去完了形、強調構文を
扱います。「コミュニケーション英語Ⅰ」が学習指導
要領で共通必修科目に設定されているため、高校で
学ぶべき文法事項は『VISTAⅠ』に全て含まれてい
ます。『VISTAⅡ』では、それらを復習しながら、表
現や構文で特に留意したいものを学びます。
『VISTA』は基礎・基本を固めることを第一の目標
としていますので、各課末のSTUDY IT!では、こと
ばの基本的な規則を学ぶため、できるだけ基本に絞っ
た確認をします。ご指導の先生方には、こうした活
動の中から適宜必要なものを選択してご活用いただ
きたいと思います。STUDY IT!の狙いは、生徒に「で
きた」「わかった」という成功感を持ってもらうこと
です。また、学んだ文法の最重要ポイントをいくつ
かまとめて確認できるように、文法のまとめのコー
ナーのLook and Learnも数課おきにありますので、
繰り返しの確認に利用していただきたいと思います。

3）言語活動を通して深い学びへ
課末のPRACTICE!には、その課で学習する文法事

項を中心とした言語活動があります。
はじめの listeningは、ターゲットの文法事項が用
いられている簡単な英文を聞きながら解答します。
また、教科書の巻末には音声スクリプトも掲載され
ていますので、readingに加えてspeakingやwriting

の産出活動にもぜひご活用ください。続く問題も、
その課の文法が焦点です。問題の指示は、例えば「対
話してみよう」とか「書いてみよう」などとありま
すが、生徒のレベルや必要性に合わせて指示以外の
スキルの練習にも使っていただくと、より学習の定
着を図ることができます。単に記憶したり、理解し
たり、記述したりするなどの浅い学びに留まらず、
話のやり取りのつじつまを合わせたり、自分の立場
を説明したり、相手に理解してもらえるように解説
したりする深い学びの機会も組み込まれています。
その他、USE ENGLISH!のコーナーでは、ほめる、

主張する、などの言語の機能に注目して、speakingや
writingの産出活動の練習を行います。ここでは、自分
の気持ちや考えを伝えるために、それぞれの言語の機
能を達成するための慣用表現を使えるようにするこ
とを目的としています。ENJOY COMMUNICATION!

では、例えば、海外旅行での入国審査、道案内、病
院などの場面別によく用いられる会話の慣用表現を
中心に練習します。授業の導入時や授業時間に余裕
がある時などにも、短い時間で行えるコミュニケー
ションの練習です。Reading Skillは、意味を読み取
るためのコツをまとめたセクションです。単語を拾
い読みして必要とされる情報を見つけ出したり、代
名詞が指す内容を確認したり、パラグラフの構成に
注目したりして、まとまった文章が伝える内容を適
切にとらえるコツを学びます。

4）語彙力をつける 
文型・文法を確実に身に付けるために、より多く

の例文が欲しいと思われる先生方も多いでしょう。
それに応えて、『VISTAⅡ』では「活用例文集」を巻
末に掲載しました。本文では使っていない新出単語
も入っていますので、語彙を増やすことにもつなが
ります。
語彙に興味を持ってもらうためのもう一つの工夫

として、『VISTAⅡ』でも各課のセクションごとに、
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一語を取り出して、その語に関する豆知識をWORD 

WATCHのコーナーに配置しています。語彙力は英
文理解の鍵となるもので、その力を付けるにはまず、
意味はわかるが適切に使うことができない受容語彙
を増やすことが重要です。しかし、丸暗記で一時的
に語彙を覚えても、記憶に留めることは大変難しく、
生徒が何らかの「気づき」を持つことが効果的では
ないでしょうか。WORD WATCHのコーナーでは、
語源や日本語化したカタカナ語との意味の違いなど
の簡単な解説を載せました。語彙への「気づき」と
関心を高めてもらうことを期待しています。

5）アクティブ・ラーニングを取り入れる
教師による一方的な説明や解説ではなく、生徒たち
の能動的な学習への参加を促すアクティブ・ラーニ
ングは、生徒にどう学ばせるかを教師が工夫するこ
とによって可能となります。もちろん、アクティブ・
ラーニングとして展開しやすい活動と、そうでない
活動がありますが、『VISTAⅡ』には、展開しやすい
ものも多くあります。たとえば、Lesson 6 Becoming 

the Bestではプロテニスプレイヤーの錦織選手への
インタビューを題材としていますが、それを参考に
して、生徒がグループで近隣の高校や大学で活躍す
る外国人スポーツ選手に英語でインタビューして発
表したり、関係代名詞の非制限用法を学ぶLesson 9

では、外国人観光客に訪れて欲しい地域の名所のス
ライドを作成して、それに英語の説明を考えて音声
を録音し、町で活用してもらうなど、実際に自分た
ちの英語の学びを社会につなげる機会を作ることも
できるでしょう。
英語でのアクティブ・ラーニングは、生徒が説明
を聞くだけで授業が終わるのではなく、課題を見つ
ける、分析する、提案する、それを実践する、成果
を評価する、などのプロセスに自主的に参加し、問
題解決のために自分の持てる知識を使って、友達と
協力して目標を達成することを通して、英語のスキ
ルを磨くことを目指しています。もちろん、これら
のプロセスの一部だけでも繰り返し行うことで、生
徒それぞれが英語のコミュニケーション力に少しず
つ自信を持ち、自ら発信することを楽しく思うよう
になるための大きなステップとなることでしょう。

4. おわりに

2021年度には中学校の学習指導要領改訂が全面実
施され、翌2022年度からは高等学校外国語（英語）
の学習指導要領改訂も学年進行で実施されることに
なります。その骨子は、小・中・高を通して、一貫
した学習到達目標を設定することで、英語によるコ
ミュニケーション能力、特に英語で情報や考えなど
を表現して伝え合う発信力を養い、自己肯定感を持
つ若者を育成することにあります。そのための一つ
の方策として、中学校から授業は英語で行うことを
基本とすることとなります。『VISTA』で学ぶ生徒に
も、日本語を交えてでも、少しずつ英語での指導に
慣れ、伝え合うコミュニケーションの楽しさを知っ
て欲しいと思います。
「文部科学省教育課程企画特別部会における論点整
理について（報告）」（平成27年8月）では、外国語で
育成すべき資質・能力の「三つの柱」として、①何
を知っているか、何ができるか、②知っていること・
できることをどう使うか、③どのように社会・世界
と関わり、より良い人生を送るか、を挙げています。
この考え方は、すでに多くの国で活用されている指
標であるCEFR（「外国語の学習・教授・評価のため
のヨーロッパ共通参照枠」）を参考にしたものです。
これからの英語教育は、何を教えるかだけでなく、
どのように学び、どのような力が身についたか、を
常に問いかけながら進めていくことになるでしょう。
生徒たちが英語学習に興味をもち、成功体験を重

ねて、「自分にもできる」という自信をもって英語に
取り組んでくれるような授業運営をしたいものです。
そのためにも、生徒の英語力のレベルに応じて、先
生方が様々に味付けをしていただける教科書として、
『VISTA』をご活用いただければ嬉しく思います。

【VISTA編集部より】
　VISTA English CommunicationⅠ New Edition
のLESSON 9で扱っている絵本作家のディック・
ブルーナさんが、2017年2月にお亡くなりにな
りました。教科書印刷時にはご存命だったため、
教科書本文ではその設定になっています。ご指導

の際にはその点をご配慮いただきたく、お願い申し上げます。
　ご冥福をお祈りするとともに、これからもVISTAを通して
多くの高校生にディック・ブルーナさんの功績について読ん
でいただけることを願っています。
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元電気通信大学　松原  好次

1. はじめに

「能動的な学び」の必要性が叫ばれている昨今、英
語で表現することを後押しできる教科書はどのよう
なものだろうか――。学習者は「表現しなさい」と
強制されても、教師の期待どおり話したり書いたり
はしてくれない。自ら進んで表現してみたいという
気にさせるには、どのような教科書が必要だろうか
――。こうした問題意識をもって、CROWN English 

Expression Ⅱ New Edition（以後、『クラウン英語表
現Ⅱ改訂版』）の編集作業にあたりました。すると時
間の経過とともに、Language Awareness（LA：こ
とばへの気づき）とCritical Language Awareness

（CLA：批判的言語認識）という概念が一つの切り口
として浮上してきました。LAとCLAを手がかりとし
た試行錯誤の結果、『クラウン英語表現Ⅱ改訂版』の
編集作業が終了しました。本稿では、改訂の基本方針、
主な変更点、改訂版の活用方法について述べたいと
思います。

2. 改訂の基本方針

改訂版の編集にあたって、以下の3点を基本方針
としました。
（１）「ことばへの気づき」を促す文法項目の提示
重要な文法項目の一つ一つを「ペア文による対比」
で提示し、含意の微妙な差異に学習者が気づく手助
けをする。そして、そこで得られた「ことばへの気
づき」を外国語による表現活動の起点とする。
（２）表現活動の「流れ」の可視化

Paragraph, Essay, Speech, Presentation, Discussion, 

Debateについて、各々に特徴的な構造を学習者に明
示し、英語による表現の後押しをする。
（３）「批判的言語認識」を促す題材の精選
言語（外国語としての英語）を学ぶ過程で、自分自

身や他者・社会を客観的に見つめ直す契機となるよ
う、高校生の知的好奇心を掻き立てる題材を選定す
る。そして、言語は社会の姿を写す鏡であると同時に、
その使用が他者や社会に影響を及ぼしうるという点
に気づくよう手助けをする。

3. 主な変更点

1） 「改訂の基本方針（1）」に則り、以下の変更
を加えました。

『クラウン英語表現Ⅰ改訂版』は、文法の重要項目
を10のレッスンで詳細に扱いました。具体的には、
時制、助動詞、受動態、不定詞、動名詞、分詞、比較、
関係詞、仮定法、接続詞です。今回『Ⅱ』の改訂に
あたり、Part 1（文法編）では上記重要項目の復習を
4レッスン、その他の文法項目（疑問詞、否定、特殊構
文、名詞・冠詞、代名詞、形容詞・副詞）を6レッスン
で扱い、学習すべき文法項目をほぼ網羅してあります。
その際、「ペア文による対比」という手法を用い、

学習者が文法項目のエッセンスを把握しやすいよう
に分かりやすく提示しました。例えばLesson 8（名
詞・冠詞）では、可算名詞と不可算名詞の用法を説
明するにあたって、以下の例文を並置しています。

a) There are three chickens in the backyard.

 （生き物の「ニワトリ」は可算名詞C）
b)  There are three pieces of chicken in my lunch 

box. （切り身の「鶏肉」は不可算名詞U）
このような提示により、名詞のCとUの区別を学

ぶことによって、学習者は自らの母語との比較を迫
られます。そして、英語で表現する際、この「気づき」
が活かされることになると考えられます。ちなみに、
日本語を学ぶ留学生は助詞の使い分け（「が」と「は」
や「へ」と「に」など）に苦労するようですが、そ
れぞれの違いを知ることによって、表現力が格段と
付いてくるということです。母語以外の言語学習に

特 集1　教科書（改訂版）Part 2

『CROWN English ExpressionⅡNew Edition』
Active Learningを活用して
―「ことばへの気づき」を表現力養成の起爆剤に―
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とって、「ことばへの気づき」が表現力養成の第一歩
になると言えるでしょう。
2） 「改訂の基本方針（2）」に則り、以下の変更
を加えました。

Part 2（機能表現編）は、ほぼ旧版を踏襲していま
すが、例証、比較・対照、譲歩のレッスンを加える
とともに、「パラグラフ・ライティングに向けて」を
2レッスンおきに配置しました。ここには、パラグ
ラフの構成（例示・追加、順序・列挙・分類、比較・
対照、原因・結果）を3色で分かりやすく示したうえ、
モデル文に即した形で「情報をスムーズに引き継ぐ
コツ」というコラムを新設しました。例えば、「鳥島
のアホウドリ」を扱ったモデル文の場合、以下の「コ
ツ」がコラムとして記されています。

●  直前に出た名詞を代名詞で旧情報として受ける
と、読み手や聞き手は文中の他の語句に注意を
集中することができます。［例：scientists→ they］

●  同一語句の繰り返しを避け、別の表現で言い換
えると、内容が重層的に伝わります。
　 ［例：albatrosses→wild birds］
●  パラグラフの構成・内容に適した表現を使うこと
によって、読み手・聞き手の内容把握を助けるこ
とができます。［例：First→Then→Finally（順序）］

見開き左ページのモデル文と「コツ」を活用して、
右ページの練習問題に取り組むことにより、パラグ
ラフ・ライティングの要領がつかめるはずです。

Part 3（スピーキング編）には、SpeechとPresentation

をそれぞれ2レッスン、DiscussionとDebateをそれ
ぞれ1レッスン配置しました。その際に留意した点は、
各々の表現活動に固有の構造を、学習者に「見える」
ように提示することです。例えば、教科書のSpeech

やPresentationの原稿の右側余白部に、Introduction 

/ Body / Conclusionのように、流れが一目で分かる
傍注をつけてあります。同様に、DiscussionやDebate

のレッスンでも、流れが一目瞭然に把握できるよう
に工夫を凝らしました。
可視化された提示を通して、学習者は日本語によ
るSpeechやPresentationとの相違点に気づくと思
われます。Introductionでトピックの提示や意見の
表明を行うSpeechやPresentationが、日本語の場合
の起承転結と異なった構造を持つことに気づくはず
です。また、DiscussionやDebateのレッスンで強調
した点は、「相手の意見を聞いて正確に理解したうえ

で、その意見に賛成なのか反対なのか、理由を添え
て論理的に伝える」ことです。つまり、「単なる意見
や主張ではなく、根拠のある主張（supported claim）
による議論（argument）が最も重要」である点に学
習者が気づけるよう提示しました。上記のような「気
づき」があって初めて、「英語による表現」の真髄に
触れることができるでしょう。
3） 「改訂の基本方針（3）」に則り、以下の変更
を加えました。

「批判的言語認識」のなかの「批判的（critical）」と
は、「他者を非難する」という意味合いではなく、「第
三者的立場から客観的に」という含意があります。
つまり、「批判的言語認識を促す題材を選定する」と
いう方針は、様々な力関係（考え方や価値観、ある
いは地位の不平等性など）を宿したテクストの選定
を通し、学習者に「言語と社会」の絡み合いを考え
させる契機としたいということです。
以上の点を踏まえ、Lesson 1に「英語の外来語」
を配置しました。英語のなかに定着した借入語をい
くつか提示することによって、この言語に内在する
歴史や文化の在り方を想像させたいからです。さら
に、英語であれ日本語であれ、  “純粋な言語”はあり得
ないというメッセージも締めくくりの文（These 

loanwords show that a language cannot be 

completely independent in terms of vocabulary.）
に込めました。
さらにPart 2・Lesson 8では「英語以外の外国語」
を学習する是非についてのテクストを提示しました。
英語のみの学習でよいのか、あるいは英語以外の言
語の学習が必要かを考えさせるレッスンになってい
ます。  “a foreign language other than English”とい
うキーフレーズに内在する「英語の優位性」に気づ
くことが「批判的言語認識」につながる第一歩にな
ると考えるからです。賛成・反対のいずれを選ぶか
は生徒一人ひとりの判断に委ね、いかに自らの意見
の根拠を示すかに重点を置いています。
例に挙げた2つのレッスン以外にも、「ことばへの
気づき・批判的言語認識」を意識した題材を投入し
ています。例えば、「フード･ロス」や「スローフー
ド」を扱ったレッスンでは、食生活についての話題
を取り上げています。shelf life（賞味期限）や fast 

food / slow foodという英語の表現から、社会問題
について高校生が考えるきっかけになるように工夫
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してあります。その他にも、「地雷除去ネズミ」「宇
宙エレベーター」「鳥島のアホウドリ」「デジタル認
知症」といった科学技術に関わるトピックを取り上
げて、学習者のLAやCLAを促すように工夫しました。

4. 改訂版の活用方法

改訂版『クラウン表現Ⅱ』による表現力向上のた
めの活用方法を、具体的に述べたいと思います。
1）Part 1 文法編
『クラウン英語表現Ⅱ改訂版』では、『Ⅰ』で扱っ
た文法の重要項目を復習するという設定にしました。
その際、「ペア文（あるいは3文）による対比」で各
レッスンの文法項目の要点をThe Basicsとして明示
してあります。例えば、仮定法と接続詞の復習を目
的としたLesson 4では、以下の3文を載せています。

a) If it is fine tomorrow, we will go on a picnic.

b) If it were fine today, we would go on a picnic.

c)  If it had been fine yesterday, we would have 

gone on a picnic.

直説法（叙実法：事実を述べる動詞の形）と仮定法
（叙想法：想いを述べる動詞の形）の対比、および仮
定法過去と仮定法過去完了の対比を例文で確認しな
がら、復習するという流れになります。
最後に、英語による自己表現活動につながるTRY

というコーナーを設けてあります。［例：If our teachers 

were all robots, .... ］
2）Part 2 機能表現編

Part 2は旧版を踏襲して、各レッスンの機能表現
を学んだうえ、手紙、スピーチ、レシピ、道案内、
賛成・反対の意見、要約など様々なジャンルに対応
したパラグラフを書く練習に当てています。各レッ
スンの締めくくりとして、大学入試の出題例を参考
にしたTRYのコーナーがありますので、生徒は挑戦
することができます。この指示文（お薦めの観光地
への行き方、日本料理の作り方などに関する80語程
度の英文を書きなさい、等）を活用して、「主体的・
対話的で深い学び」に繋げることも可能かと思います。
改訂版の「パラグラフ・ライティングに向けて」

は既述のとおりですが、もう一つ別の例を挙げて具体
的な活用方法を述べたいと思います。③では、例示・
追加の表現を用いたパラグラフの展開法を学びます。
まず、例示・追加の表現を確認したのち、「セレンディ
ピティ（serendipity）」についてのテクストを読みます。

この語の定義を主題文で理解してから、A typical 

example is ....  Another example is .... という具合に、
パラグラフが展開していく様子を学習者は把握する
ことになります。次にCHECK①では、「フェアトレー
ド（fair trade）」に関するテクストを読み、空所補充
の問題に取り組みます。その際、主題文のmain idea

が for example→ in addition→moreoverと展開し
ていくことを学びます。そして最後にCHECK②で、
「漫画」に関するパラグラフを完成する表現活動に入
ります。
3）Part 3 スピーキング編
このパートでは、Speech, Presentation, Discussion, 

Debateについて、各々に特徴的な構成を把握したの
ち、生徒一人ひとりが自ら原稿を作成し実践すること
になります。その際、Useful ExpressionsやQuestion 

Cornerに例示された表現を参考にすることによって、
無理なく自分の意見をまとめることができるように
工夫してあります。趣味や訪れてみたい国について
のスピーチ、あるいは、コンビニなどの24時間営業
についてのディスカッションやオンライン教育につ
いてのディベートに生徒一人ひとりが挑戦すること
によって、自主的・積極的な態度で学習できるもの
と確信しています。

5. おわりに

さて、「ことばへの気づき」について考えるとき、
糸賀一雄氏の言葉が想起されます。戦後の混乱期、
私財を投じて “障害児”のための施設・近江学園を創
設した氏は、「この子らに世の光を」でなく、「この
子らを世の光に」と述べたのです。そこには単なる
助詞の入れ替えではなく、考え方の大転換が表現さ
れていると言えましょう。
外国語としての英語を学ぶことは、母語の見直し

にも繋がるのではないか。あるいは、言語と文化、
言語と社会との絡み合いへの気づきにも繋がるので
はないか。そして、このような気づきが表現意欲を
掻き立てる源泉になるのではないか。こうした考え
方を礎として編集された『クラウン英語表現Ⅱ改訂
版』をご活用いただけたら幸いです。
なお、新しく全面改訂された『クラウン総合英語

（3版）』には、この教科書と同じ例文が採られてお
り、より詳しい解説が施されています。教科書と同
様にご一読いただけたら幸いです。
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『MY WAY English ExpressionⅡNew Edition』
―教科書を使った Active Learningの方法―

1. はじめに

最近の高等教育及び中等教育を語る際のキーワー
ドとして挙げられるのは、Active Learning （AL）で
す。ALをここでは、生徒による主体的・能動的・対
話的な学び、としましょう。教師は何か特別なこと
をしてALに取り組むのではなく、日常の授業の中で
生徒が主体的・能動的・対話的に取り組む活動を考
えることが重要です。普段の授業の中でこそ扱うべ
き大切な事柄があり、教室の中でしかできないもの
がある。そこにALの要素を取り入れて行く。本稿で
は、改訂版『MY WAY表現Ⅱ』の特徴をもう一度確
認しながら、本教科書を使って、どのようなALが展
開できるかを具体的に考えていきます。

2. Active Learningの必要性

ALについて言及されている文献を探すと、必ずと
言っていいほどLearning Pyramidが出てきます。こ
れは、アメリカのNational Training Laboratoriesが
平均学習定着率を調査し、授業から半年後に内容を
記憶しているかどうかを、学習形式によって分類比
較し、それをピラミッド形式の図で表現したものです
（河合塾編 , 2013）。ピラミッドの頂点に位置する「講
義」ではわずか5%しか定着せず、次に読書（10%）、
視聴覚（20%）、実演（30%）、グループ討議（50%）、
自ら体験すること（75%）の順に定着率がよくなり、
他人に教えると90%定着するとしています。もちろ
ん、この定着率に対する疑問や批判が多くあること
も事実です。しかし、ただ講義や授業を受けただけ
では十分に定着しないことは経験的にもわかります。
ここで先生方に是非振り返ってほしいことがありま
す。「英語表現」の通常の授業で、生徒の活動の割合
は全体でどの程度でしょうか。ひょっとして、教室
では先生の文法の説明と生徒が練習問題を解くこと

が中心になっていないでしょうか。もちろん、授業
の中で教師の説明や生徒が問題を解くことは重要な
活動です。しかし、生徒は本当に主体的・能動的・
対話的に学んでいるでしょうか。

3. 改訂のポイントと Active Learning

1）わかり易い文法・構文解説と系統的練習
本改訂版では、生徒が目標となる文法事項の本質

を把握できるように、Pointの扱いをできるだけわか
りやすく、かつ、端的に説明するように心がけました。
例えば、Lesson 1のPoint 1の文法解説は以下のよ
うになります。「現在形は、列車の時刻などの近い未
来の決まったスケジュールの内容なども表します。
また、時や条件を表す副詞節では、未来のことでも
現在形が使われます。」この現在形は「未来を表す現
在時制」と言われるものです。確定的な未来の予定
や時を表す副詞節の中で現在形が使われる用法です。
この説明と例文を通して文法事項が理解できるよう
に配慮しました。
この用法は、『表現Ⅰ』で扱った「現在形は、現在

の習慣や状態、長期にわたる事実などを表します。」
の発展です。『表現Ⅰ』ではできるだけ基本的な文法
事項を取り上げ、『表現Ⅱ』では応用的な事項を取り
上げる、という本書の編集方針に沿ったものです。
また、生徒が『表現Ⅱ』で扱う文法事項にスムーズ
に入って行けるように、各Lessonの最初に『表現Ⅰ』
で扱った文法事項の復習のための簡単な解説と練習
問題が設けられています。生徒は『表現Ⅰ』で学ん
だ現在形を復習した上で、『表現Ⅱ』の目標である
「未来を表す現在時制」を学べるように設計してあり
ます。つまり、本書では『表現Ⅰ』と『表現Ⅱ』を通
して現在時制のほぼ全容を扱うようになっています。
さらに、各Unitに最低1つのReview Exerciseを設
け、学んだことを再度復習できるように配慮してい
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ます。このように本書では、一つの文法事項を『表
現Ⅰ』と『表現Ⅱ』を通して学ぶことで英語の仕組
みである文法事項をほぼすべて系統的に、段階的に
学べるようになっています。
『表現Ⅰ』と『表現Ⅱ』の違いの1つとして、『表現
Ⅱ』ではUnit 4に「重要構文の学習」を取り上げて
います。この重要構文についても、Pointの解説は簡
潔にわかり易いように配慮しました。例えば、Lesson 

15では代名詞の一般的な人を表す用例を「they, you, 

we, those, whoを主語として用いると、一般的な意
見を表す文をつくることができます。」と説明します。
ただ、すべての構文をPointで簡潔にまとめること
はできません。英語、いやすべての言語に関して言
えることですが、構文や語彙に関しては、必ずしも
文法事項のように明確に限定できないからです。し
かし、本書では生徒の英語表現力を養成するために、
よく使われる表現に関してはできるだけ多く取り上
げるようにしました。

2）「言語学者になってみよう」活動
いつの間にか、教室での文法説明は教師の専売特
許になってしまいました。教師は文法を説明し、生
徒は説明を聞いて練習問題を解く。残念ながら、こ
のような指導法ですと、生徒の主体性や能動性、対
話力は十分に発揮できません。もっと生徒の活動を
アクティブにさせる方法はないでしょうか。そこで
考えたのが、教師の文法解説に代わる活動です。
上記に取り上げたLesson 1のPoint 1の文法事項
解説を使って説明しましょう。この活動で大切なこ
とは、事前の予習プリント等で単語等の意味を調べ
てくるようにさせると同時に、次のような2つの質
問を与えます。質問1：なぜ、未来形でなく、現在
形は列車の時刻などの近い未来の決まったスケ
ジュールの内容も表せるのか。質問2：なぜ、時や
条件を表す副詞節では、未来のことでも現在形が使
われるのか。授業では、先生が解説するのではなく、
4人のグループの中で、それぞれ考えてきたことを7

分程度発表し合い、どれが最も説得力のある説明か
を主張し合うのです。次に、その説得力ある説明を
グループごとに代表者が全体で発表する。教師は解
答を与えるのではなく、それぞれの考え方を尊重し、
良い点を褒める。
大学の言語学の授業ならこのような質問はあり得

るかもしれませんが、高校の普段の英文法の授業で
はこのような質問は絶対にしないでしょう。難しい
かもしれません、と同時になぜ英語にはそのような
規則があるのか、という疑問を生徒は常に心に抱い
ているのです。従来の授業では、文法規則を覚える
ことに焦点がありました。しかし、本活動ではそれ
を一歩越えて、正解が一つとは限らない学問的課題
へと導くのです。さまざまな答えがあってよいでしょ
う。間違った答えがあっても構いません。そもそも
間違いかどうかはわからないからです。生徒は目標
となる文法項目を暗記するのではなく、それについ
て考える中で、自然にその規則を身につけます。ゴー
ルを一歩先におくと、その前の課題をクリアーでき
るのです。私はこれに似た活動を、実際に高校生に
実践したことがあります。生徒はいろいろなアイデ
アを出し合います。また、グループで話すことで、
生徒は多様な考えがあることに気づき、話し合うこ
とに興味を覚えるようになります。

3） 英文の見直しと Active Learningにふさわし
い活動
本教科書改訂に際して、教科書の例文や練習問題

の英文はもちろんのこと、ALにふさわしい活動にお
ける英文の見直しも行いました。生徒にとって難し
そうな文の語句は書き換え、長い文は短くし、良質
な文にしました。

ALにふさわしい活動とは、巻末のCommunication 

Activity （CA） のことです。また、従来からあるAL

にふさわしい活動としては、Part 1では各Lessonご
とのUSE!のコーナー、各Unit ごとのProject Work、
Part 2のParagraph Writing、Part 3のDiscussion及
びDebateです。その活動のねらいは、今まで学習し
た語彙や文法事項等を活用して、インタビューや情
報交換を行い、実際に英文を書き、英語で討論する
などの言語活動を行うことにあります。このような
活動の意義について確認しましょう。
本教科書では、従来からLessonごとにUSE!とい
うコーナーがあり、生徒自身が英文を作り、発表す
るコーナーを設けています。USE!とCAは基本的に
自己表現の場です。学んだ文法事項を使って、自分
自身で英文を作り、発表する場です。このUSE!と
CAの違いは、生徒の発話量とTaskの難易度の違いで
す。ここで大切な点は、発表して終わるのではなく、
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生徒の発話や書いた英文を通して、再度生徒にフィー
ドバックするということです。実際の言語使用を通
して、再度文法規則に気づかせるのです。

Project Workも自己表現の場ですが、USE!とCA

との違いは、目標となる文法事項に縛られないこと
です。すなわち、ここではあるトピックを基に、4

技能をバランスよく身に付ける工夫がされています。
また、ペアでやり取りする活動が設けられています。
この場でも生徒へのフィードバックは可能ですが、
ここでは生徒が思う存分活動できるように誤りの訂
正はせず、生徒に自由に表現させることも可能です。

Part 2のParagraph Writingは、単に英語で書く
という活動ではありません。生徒の論理性を身につ
ける活動として位置づけることができます。アング
ロ・サクソンを含む西洋文化には、東洋の文化とは
異なり、伝統的に論理性を強調する文化と深く議論
する文化が存在します。また、書くことと話すこと
は生産的な領域（production）であることから、互い
に強く結びついています。書くことは話すことにつ
ながります。論理的に書くことは論理的に話すこと
につながるのです。また、英語のparagraphを知る
ことは、英語の学術的な文章の読解や聴解に役立ち
ます。英語の学術的な文章は、論理的に書くことが
前提とされるからです。その意味で、高校時代にぜ
ひ身につけてほしい技能です。大学に入学する生徒
だけを対象としているわけではありません。高校で
卒業する生徒にも、日本語でどのような文章を書い
たらよいかという気づきを与えてくれます。そして
何より大切なことは、英語で書くことは重要な自己
表現であり、高度なALに位置づけられることです。
主体性や能動性、対話を用いない活動では、まとま
りのある論理的なparagraphは書けません。

Part 3のDiscussion、Debateは、ある話題につい
て相手の言ったことに対して即座に反応しなければ
ならないという点で、最もレベルが高い活動です。
Paragraph Writingに比べてALの割合が高く見えま
す。何より予測がきかない相手と実際に議論します
から。と同時に、最も難易度の高い活動に位置づけ
られるでしょう。当然「私の教室では無理だ」、とい
う声が聞こえてきます。確かに生徒にとってレベル
の高い活動でしょう。しかし、完全な文でなくても
よく、英語の単語一つでもよいから発することが大
切ではないでしょうか。誤った文でも、日本語が入っ

ても可としましょう。とにかく実施してみることが
大切ではないでしょうか。

4）Active Learning活動の留意点
「言語学者になってみよう」活動は、あくまでも一
つの例です。生徒の実態に合わせて、もう少し質問
を簡単にすることができます。大切なことは、授業
内に定着率が良い生徒の活動をきちんと位置づけ、
それを活かすために授業外の学びを考えることです。
この学びを進めていくと、教室内の学びと教室外の
学びを逆転させる反転授業（flipped learning）にもつ
ながります。ALにふさわしい活動に関しては、その
意義を再確認し、できる範囲の中で実施してみるこ
とです。生徒は、教師には見えない秘めた力を持っ
ています。それをどう引き出すかが教師の力量です。
また、事前に生徒に活動の評価を伝えておくことが
大切です。中間・期末試験の評価の割合はもちろん
のこと、日常の活動の評価方法とその割合をあらか
じめ生徒に明示することで、ALに対する生徒の動機
付けを高めることができます。また、ALは実施した
後に必ず振り返り、必要に応じて修正することが大
切です。

4. おわりに

本稿では、改訂版『My Way 英語表現Ⅱ』の解説
と本書を使ったALの方法について考えてきました。
特に、ALが必要とされていない文法解説の場面でど
のようにALの要素を取り入れるか、そして、ALに
ふさわしい活動の意義を確認し、実際にどのように
展開するかを紹介しました。本教科書を使って、生
徒が生き生きと活動できることを期待しています。

【引用文献】
河合塾編著（2013）「『深い学び』につながるアクティ
ブラーニング」東信堂
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成城大学　井上  徹
『SELECT 英語表現』代表著者

特 集1　教科書（改訂版）Part 2

『SELECT English ExpressionⅠ New Edition』
－更なるユーザーフレンドリーな教科書を目指して－

（再掲）

はじめに

『SELECT English ExpressionⅠNew Edition』（以
下、『セレクト表現』）は、生徒の学習意欲を高める
ことを目指して編集された「英語表現Ⅰ」の教科書
です。現場の先生方が使いやすい伝統的な内容を土
台にして、内容面でもタスク活動面でも楽しみなが
ら英語学習が続けられるようにさまざまな工夫を凝
らしています。本教科書の初版（平成26年度版）は、
新学習指導要領の採択2年目に刊行されましたが、
全国の先生方の信頼を受けて、多くの教育現場でご
支持を賜りました。今回の改訂版では、取り扱う題
材や掲載する写真を最新の内容にして、さらにユー
ザーフレンドリーな教科書作りを心がけました。

改訂版の編集方針

『セレクト表現』は、中学校で学んだ基本的な英文
法を学び直し、さまざまな活動を通して、英語の表
現力と発信力を高めることを目的としています。中
学で学んだ英文法を学び直すと言っても、単に同じ
ことを繰り返すのではなく、使用する場面を重視し
て、一歩進んだコミュニケーションのための英文法
を基礎から丁寧に学んでいきます。
本教科書の初版では、学習指導要領で示されてい
る総合的・統合的活動を通じて、英語を「学ぶ」こ
とと「使う」ことを並行して行い、学んだ英語が役
に立つと実感してもらえる教科書作りをしました。
この立場は今回の改訂版でも変わりありません。以
下では、今回の改訂のポイントを説明します。

改訂のポイント

各レッスンの構成は、本書の最大の特色である、
①イラストで視覚的に英文法の基礎を学ぶセレクト
英文法36、②学んだ文法項目を確認する「瞬間

チェック」から各課のテーマに沿った問題を解きな
がら文法項目の定着を図る「Gトレーニング」、そし
て、学んだ文法項目を使って会話形式で自分のこと
を発信する「Speak Up!」へと続く系統的な反復学
習、そして③ポライトネスやコミュニケーションの
立場から、場面に合った表現を選ぶ場面でGo! に
なっています。
改訂版では、初版の１レッスン見開き２ページの

構成を保持しながら、小さな改訂を積み重ねました。
まず、扱う題材に最新のものを取り入れ、写真と英
文を新しいものにしました。具体的には、「はやぶさ
２の挑戦」（Lesson 11）という最新の内容を取り入
れています。また、 前見返しと後ろ見返しのトリッ
クアートの絵を新しいものにし、バスケットボール
（Lesson 1）、宇宙食（Lesson 2）、錦織圭選手（Lesson 

3）、Hello Kittyとアイドルグループ（Lesson 5）など、
多くの写真を新しいものにしました。これらの変更
に合わせて、イントロ英会話の英文や欄外のなるほ
どザ☆ワードの説明を調整しました。さらに、最新
の話題を提供するために、練習問題の英文を一部変
更しました。
取り扱う文法事項に関しては、初版で巻末の「文

法のまとめ」にのみ掲載されていた＜as ～ as ... ＞
の同等比較を含む例文を「セレクト英文法36」のプ
ラスαに追加しました。また、「場面でGo!」の問
題を一部差し替え、正解が選びやすくなるように配
慮しました。
さらに見やすく、わかりやすく、学びやすくする

ための工夫としては、デザインや活字を一新しまし
た。これまで『セレクト表現』をご使用いただいて
きた先生方には、活字やデザインを新しくしたこと
で、教科書全体の印象が変わったことを実感してい
ただけるでしょう。
このように、今回の改訂版では『セレクト表現』
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をご使用いただく先生方にも生徒のみなさんにもこ
れまで以上に見やすく、教えやすく、学びやすくな
るように、微差

4 4

を積み重ねています。

本教科書の特色

すでにご紹介したとおり、『セレクト表現』は英文
法の基礎・基本を確実に習得しようとする高校生の
ために編集されたものですが、特に、英語を苦手と
している生徒や英語に自信が持てない生徒たちに、
これまでつまずいてきた事項や不安な事項を克服で
きるように編集してあります。そこで、この項では、
英語の基礎・基本を学ぶために配慮したこと、『セレ
クト表現』の特色をあらためて紹介します。

1）文法項目をイラストで図解
２単位の教科書であることを考慮して、何百とあ
る英語構文や文法項目の中から、これだけは覚えて
ほしいという文法事項を36項目精選し、セレクト英
文法36というタイトルで各レッスンに2つずつ配置
しています。それぞれのキーセンテンスには、意味
や用法の特徴を視覚的に理解できるようにイラスト
をつけ、図解しました。英語学習でつまずく原因に
なっている難しい英文法の概念や抽象的な文法用語
を避け、イラストを見るだけで楽しみながら基本的
な文法項目のイメージを理解できるのが本書の一番
の特色となっています。また、「セレクト英文法36」
に関連する文法項目を、プラスαとしてキーセンテ
ンスごとに１～３項目取り上げています。「セレクト
英文法36」にはガイドキャラクターがときどき登場
し、語彙や構文の意味や用法を覚えやすいことばで
紹介したり、補足説明してくれます。このように、
わかりやすいイラストと生徒に語りかけるようなや
さしいことばで、表現する際に基礎となる英文法を
理解していきます。

2）豊富な問題でセレクト英文法の定着をサポート
学んだ文法項目を実際に使えるようにするために
は、繰り返し学習することが欠かせません。学んだ
英語を生徒にすぐに使わせてみるために、「セレクト
英文法36」のあとには、瞬間チェックという2択ま
たは3択問題を配置しています。簡単な練習問題を
やってみて、自分にもできるという安心感を得られ
るようになっています。

「瞬間チェック」に続いて、各レッスンの文法項目
とテーマに沿った練習問題Gトレーニング（Gトレ）
に取り組むことで定着を図ります。『セレクト表現』
の各レッスンは、世界の食文化、スポーツ、生き方、
芸術、ご当地など、多彩なテーマを取り扱っています。
「Gトレ」の問題文はテーマに沿って作られています
ので、問題を解きながら、現代社会への関心を高め
られるようになっています。
また、各課の最後には、学んだ文法項目を利用して、

会話形式で自分のことを英語で表現するSpeak Up! 

を配置しています。下線部には表現例を示し、その
まま使える語句をまとめたtoolboxを置いているの
で、英語の苦手な生徒でも容易にアウトプットでき
るようになっています。なお、「Gトレ」には４レッ
スンごとにGトレ＋

プラス
を配置し、問題を解きながら、

各課で学んだ文法を補強、定着させます。万一学ん
だ文法項目を忘れていても、傍注としてヒントと関
連するレッスンの番号が示されており、すぐに本課
に戻って復習できるようになっています。本課で扱っ
た文法項目は、高校生が日常生活でよく使う表現と
して、巻末に文法のまとめとして掲載しています。
その英文は、「セレクト英文法」の例文同様に短くて
覚えやすいものばかりですので、 折にふれてご活用
いただけたらと思います。
本課では上記の練習問題のほかに、左ページの冒

頭でイントロ英会話を配置し、会話の中でターゲッ
トとなる文法項目を使用した表現を導入しています。
また、右ページの最初には、写真を見ながら行うリ
スニング問題Let’s Listenを置きました。３つの英
文のうち必ず一つには「セレクト英文法」で学んだ
項目が含まれています。

3）場面に合った表現を 2択問題で学ぶ
「Gトレ」の後には、ネイティブスピーカーが実際
に使っている表現を学ぶ 場面でGo!を用意しまし
た。ここでは、 2つの文を見て、ヒントを参考に場面
に応じた適切な表現を選びます。その表現は、各レッ
スンの文法項目に関連しているものになっています。
生徒にとって紛らわしい過去形と現在完了形の使い
分けを学んだり、日本語を直訳してしまうと誤解を
招く表現を学んだりして、自分の気持ちをより的確
に表現するためには、英文法の実践的な知識が欠か
せないことを実感していただけるでしょう。
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4）手を動かして英語の基本を総復習する
教科書の冒頭には、本課への導入をスムーズにす
るために、英語の基本中の基本を総復習するLet’s 

Startを配置しました。最初のコーナーでは、実際
に手を動かしてアルファベットの読み書きの復習を
します。そのあと、単語のつづりを入れ換えて別の
単語に変えるクイズに答えたり、アルファベット順
に線で結んでナスカの地上絵を描いたりして、楽し
みながらアルファベットの練習を行います。続いて
品詞のコーナーでは、英語の単語が文の中で果たす
意味や働きによって、いくつかの品詞に分類される
ことを再学習し、語順のコーナーでは、英語を読ん
だり書いたりする際に欠かせない英語の語順を、日
本語の語順との比較で理解を深めます。

5）「つなぎ言葉」ふしぎ発見
まとまった量の英文を話したり書いたりするとき
に欠かせないのが、and、but、becauseなどのつな
ぎの言葉です。つなぎ言葉には、語と語、句と句、
文と文を結びつけ、文章全体にスムーズな流れをつ
くるという重要な役割があります。つなぎ言葉ラン
キングでは、現代英語の中で最も使用頻度の高い「接
続詞トップ10」をあげ、わかりやすい例文と直感に
訴えるイラストでその機能と用法を紹介しています。
ふだんなにげなく使っていた「つなぎ言葉」のふし
ぎを発見して、表現力のアップをねらいます。

6）総合的な言語活動
『セレクト表現』では、新学習指導要領の趣旨を生
かした総合的な活動として、Speaking Stationと
Daily Conversationという２つを設けています。

Speaking Stationは、読んだり聞いたりしなが
らテーマに沿った情報を取り入れ、自分の考えをま
とめ、自分の意見を発表するアウトプット活動です。
発表に必要な表現をワークシート形式で学びながら、
パラグラフ・ライティングと発表の練習をします。
身近な発明品、将来就きたい職業、日本文化など、
生徒の興味を引くトピックが用意されていますので、
楽しみながら取り組めるはずです。

Daily Conversationでは、本課で学んだ文法事
項を使って、買い物、レストラン、道案内の場面で
多用される基本的な会話表現に慣れ、実際に使える
ようになることをねらいとしています。すでに知っ

ている英語の知識をどのように効率よく活用するか
を、会話形式で紹介し、それぞれの場面に即した実
用的で発信型の表現をまとめています。海外旅行や
ホームステイの際に役立つ表現集としても、ご利用
いただけるはずです。

7）欄外まで飽きない話題が満載
『セレクト表現』では、欄外に英語で何という？と
なるほどザ☆ワードというミニコーナーを設け、生
徒の知的好奇心や社会への関心を高める工夫をして
います。
英語で何という？では、各レッスンの文法項目を

含む、言えそうで言えない英語表現（日常表現やこ
とわざ）を紹介しています。「セレクト英文法」で学
んだ文法項目を使って、こんなこともあんなことも
言えるということを実感していただけるでしょう。
なるほどザ☆ワードでは、人気の宇宙食、五輪の

マーク、アニメということばのルーツなど、各レッ
スンのテーマに即した興味深い豆知識を提供してい
ます。

おわりに

以上、『セレクト表現』の編集方針と特色を紹介し
てきました。文法項目をスムーズに導入し、学んだ
項目の理解を深める工夫を随所で行っていることが
おわかりいただけたと思います。
冒頭でも述べたとおり、本書は、どの生徒にも学

びやすく、先生方にも教えやすいというユーザーフ
レンドリーな教科書をめざして編集されたものです。
本教科書で取り扱っている文法項目の多くは基本的
なレベルですが、この一冊を学び終えたときには、
以前よりも達成感が得られ、英語を使って積極的に
自己表現してみたくなっていることでしょう。本教
科書で学んだことが、これからの英語学習を支える
大きな力になると信じています。
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元拓殖大学　北出  亮

特 集1　教科書（改訂版）Part 2

『SELECT English Conversation』
－繰り返しが会話力をつける－
『SELECT 英語会話』代表著者

編集方針

「英語会話」の 学習指導要領における目標は、「英
語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろう
とする態度を育成するとともに、身近な話題につい
て会話する能力を養う。」となっており、この「英語
会話」の前身である「オーラル・コミュニケーショ
ンⅠ」の学習指導要領の内容と基本的にほとんど変
わっておりません。科目名は「オーラル・コミュニ
ケーションⅠ」から「英語会話」となりましたが、
テーマ・題材、言語活動の扱い、文法の扱い、英語
での授業は、以前の「オーラル・コミュニケーショ
ンⅠ」と同じ扱いです。したがって、現在発行され
ている「英語会話」の教科書『SELECT English 

Conversation（セレクト英語会話）』は、全国の先生
方から、長年その使い易さでご好評であった前の学
習指導要領の『SELECT Oral CommunicationⅠ』
の編集方針をそのまま踏襲しています。
現在使用されています『セレクト英語会話』は、
今から約20年前に初めて学習指導要領に科目として
「オーラル・コミュニケーション」が登場した、
1996年初版の『SELECT Oral Communication A』
から始まり、この間、『セレクト』の基本コンセプト
として長年教育現場で大きなご支持を頂いてきた
「Key Expression方式」「5段階ステップ方式」「コミュ
ニケーション活動」「ワークシート」などの指導法を、
改訂の度ごとに受け継いできました。そしてまた、
現在お使い頂いています『セレクト英語会話』も、
「授業が進めやすく、教えやすい」「楽しく学べて力
がつく」「基本表現を繰り返して段階的に学ぶので、
授業がしやすく達成感がある」「教材が充実していて
評価がしやすい」という基本的な編集方針に、さら
に磨きをかけて編集されています。

先生方から支持された「５段階ステップ方式」

セレクトが全国の先生方に支持されていることの
一つの大きな理由は、各レッスンが全て、「5段階ス
テップ方式」の活動パターンに基づいているという、
使いやすさにあります。この方式が、特に英語が苦
手な生徒にとってなぜ使いやすいのか、この方式の
基本パターンを見てみることにしましょう。
① Key Expressions
まず、このレッスンの基本表現となる、3～ 5つ

の会話文が提示されます。この基本会話文が、この
課で生徒が覚える「基本表現（Key Expressions）」と
なり、この「基本表現」を生徒の記憶に残すために、
これ以降のステップ活動の中で、最も効果的な活動
を通して繰り返し何回も使っていくことになります。
② Warm-Up
次に、この「基本表現」を使うにあたって、よく

使われる語句を確認していきます。音声でその語句
を含んだ短い文を聞かせて、その文の中に教科書の
イラストと語句で提示されているどの語句が入って
いるかを、クイズ形式で確認していきます。
③ Listening
次に、①で提示された会話の中に、②で確認しま
した語句を組み込んで会話が行われます。生徒は、
その会話を聞いて、それに該当する項目に○をつけ
ていきます。これは、表形式になっていて、答えも
各項目別に選択方式になっていますので、解答しや
すく、結果として、何回も「基本表現」を繰り返し
聞くことになります。
④ Speaking (Communication)
次に、①の会話文の内容を自分のことに置き換え
て、自分の立場で応答する練習をします。その答え
を出すにあたっては、②のWarm-Upで確認した語
句や、脚注にあるWords & Phrasesにある語句など

（再掲）
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も参考にしながら、自分に合った語句を探すとよい
でしょう。
⑤  (Interview / Role Play / Pair Work / Presentation) 
活動
ここでは、会話の内容によって、その内容にもっ
とも適した3種類の異なった活動（Interview, Role 

Play, Pair Work）が用意されています。
生徒同士で、①の会話文を使って、Interview / Role 

Play / Pair Workなどの活動を行いながら、その結果
を、用意されているワークシートの表に記入してお
きます。これも表形式でまとめやすくなっています
ので、記入したことを、最後にPresentationのパター
ンにまとめて発表すれば完成です。
以上、「5段階ステップ方式」によるこれら一連の
簡単な活動を通して、何回も同じ「基本表現」を聞
いたり話したりすることになりますので、必然的に、
会話文そのものを記憶する定着率も高くなります。
＊Challenge!!
さらに、時間的に余裕がある場合には、これらの

「基本表現」が使われている実際の場面の会話文が用
意されていますので、クラスの生徒同士で、お互い
にスキットの練習をすることもできます。また、こ

の場面はDVDにも収録されていますので、臨場感を
持ってその場面を確認することもできます。

新たな追加項目とその対応

「英語会話」の科目には、前の学習指導要領にはな
い「海外での生活に必要な基本的な表現を使って、
会話する」という項目がありますので、このことに
よる学習項目が、新しく追加された内容になってい
ます。
海外での生活というと、高校生にとっては「留学」

するということがいちばん可能性が高いことと思わ
れます。そこでこの教科書では、東西高校の生徒と
して新しく亜紀と拓を登場させ、アメリカへ留学さ
せる「亜紀と拓の留学日記」の物語を作りました。
また、「前見返し」は空港の到着ゲートの場面、「後
ろ見返し」はお別れパーティの場面として使用しま
したので、アメリカ入国からホストファミリーとの
生活、学校での勉強、休日の観光、そして帰国のた
めのお別れパーティまで、留学全体の流れがわかる
ように工夫致しました。
基本的な会話表現は、イラストで面白く描かれた

留学生活の様々な場面の中で、実用的な会話として

【５段階ステップ方式】

① Key Expressions

④ Speaking

② Warm-Up

⑤ (  Interview / Role Play /
　   Pair Work / Presentation） 活動

③ Listening

＊ Challenge!!
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使われています。 会話の場面は、本文の「亜紀と拓
の留学日記」の中で47例、前後の見返しで25例、
合計72例の対話文としての会話表現が使われている
ことになります。

（1）「亜紀と拓の留学日記 1～ 4」
留学生活の場面を、大きく　
① ホストファミリーの家　
② 食事と手伝い　
③ アメリカの学校　
④ 楽しい休日
の4つに分けています。4つの項目はそれぞれ、初
対面のあいさつと家の中の案内、食事と手伝い、学
校でのランチタイムや休み時間、授業や放課後、さ
らに市内観光や週末旅行など、具体的な生活場面に
分かれています。
物語としては、留学生の亜紀と拓は同じ高校に留
学しますが、様々な留学生活を紹介するために、別
行動をとり、ホストファミリーも異なって設定され
ています。
会話の場面や表現は基本的なものを配置してありま

すが、学習者の生徒に興味を持たせるために、場面に
は面白い人物や動物を登場させ、時には少しオーバー
に描き、楽しくユーモアのあるイラストを心がけました。
なお、留学の際の会話だけでなく、アメリカの文
化的な背景や地理的な説明を簡単にまとめた「一口
コラム」を場面ごとに準備しましたので、ご活用く
ださい。

（2）「前見返し」と「後ろ見返し」
「前見返し」と「後ろ見返し」は、ニューヨークの
国際空港の到着ゲートと、亜紀と拓のアメリカでの
お別れパーティの場面ですが、留学日記の中の一部
として連結するストーリー性を取り入れました。
①前見返し
ニューヨークの国際空港の到着ゲートで、亜紀と
拓がホストファミリーとあいさつを交わす場面が描
かれています。空港では、荷物受け取り所、税関、
荷物検査、両替、案内などの場面で接触する人達と
の会話を配置しました。 また興味を持たせるために
「前見返し」は、様々な動物（オウム、たこや鴨、カ
ンガルー、蛇、らくだ）や人物（サンタクロース、自
由の女神像、カリブの海賊、宇宙人、原始人、飛脚）、

そして物（石の貨幣、サンタのみやげ袋、海賊の宝石）
がユーモラスに描かれています。留学の導入部分に
なりますが、楽しく学ぶことができます。
②後見返し
亜紀と拓が帰国するので、そのお別れパーティ会

場での会話場面が描かれています。前見返しと同じ
ように人物（リンカーン、自由の女神像、スーパー
マン、サンタクロース、カリブの海賊、宇宙人、原
始人、飛脚、忍者）や動物（オウム、猫、犬、リス、
ハト、トナカイ、ペンギン、鴨）などがユーモラス
に描かれています。ここでの会話は、滞米中の感想
や思い出、別れのスピーチ、あいさつなどが準備さ
れています。

（3）スターになって自己紹介
スターの写真ですが、生徒が興味を持つように、

若者の夢と希望を実現している人達を基準に選び、
現在の時代の中でスポーツ、芸能、政治、映画、作家、
デザイナー、宇宙飛行士など世界で活躍している人
や過去の人でも社会的活躍した人を中心に掲載しま
した。生徒と一緒に楽しみながらご活用ください。

終わりに

学習指導要領では、選択必修科目であった「オーラ
ル・コミュニケーションⅠ」から「英語会話」と科目
名が変わり、教科書名も『SELECT Oral Communication

Ⅰ』から『SELECT English Conversation』に変わり
ましたが、「使いやすくて、教えやすく」「生徒が楽
しく学べて、積極性が身に付く」「基本表現を繰り返
すので、表現が無理なく身に付く」「評価がしやすく、
教材が充実」などの基本方針は全く変わっていませ
ん。また、学習指導要領の追加項目には「亜紀と拓
の留学日記」を新しく加え、「英語会話」のテキスト
としてさらに充実度を高めています。ぜひご活用い
ただければ幸いです。
最後に、この『セレクト英語会話』の教科書に一貫

して流れる編集方針は「積極的にコミュニケーション
を図ろうとする態度を育てる」です。「英語会話」は、
文法的、音声上の完璧さを目指すのが目的ではあり
ません。恥ずかしがらずに積極的に話し、発表し、
聞くことが最も重要です。英語を話そうとする生徒
を励まし、評価し、自信を持たせるご指導を先生方
にお願いする次第です。
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教師の数だけ ALがある

「来年度から、桐蔭学園ではアクティブラーニング
（以下AL）型の授業を導入します」と聞いたとき、疑
問と焦燥に包まれた。新人時代は公立高校でコミュ
ニカティブアプローチを気取っていたのを、桐蔭学
園へ移って予備校型の受験指導に切り替えて20年以
上である。自分の指導方法のようなものはできあがっ
ていた。「今までの指導方法をすべて捨てなければい
けないのだろうか？」

ALでは、教授型をやめて生徒を活動させるべし、
とのことである。やはり、今までとまったく違った
ものとなる。さて、どうしたものか、と悩んだ。そ
れでもAL導入の初年度は、中学1年生と高校1年生
のみが対象であり、高3の授業を担当していた私は、
予習や添削に追われながら12月まで過ぎていった。
そこで、AL推進委員に指名され（新年度に中1・高1

になる英数国理社の教師1名ずつが指名された）、あ
わてて勉強を始めた。すでに担当授業はすべて終わっ
ており、机上の論理である。授業を頭の中で組み立
てて、「ここで生徒をグループにして話し合わせよう」
などと指導案を書いてみても、実際に何をどう言え
ば生徒が動くのか、また、生徒が意図と違った方向
に進んでしまったときにどう修正すればよいのか
まったくわからない。

4月。自分が何をしていいのかもわからないのに
AL推進委員、しかも、英語科統括主任まで拝命して、
高校1年生を迎え、のたうち回りながらの1年間だっ
た。そこで学んだことは、まず、「教師の数だけAL

がある」こと。そして、「ALは英語教育ととても相
性がよい」ことである。
ここで本校の英語教育の流れやシステムとともに

AL導入までをお話ししたい。教科書・問題集の範囲
が各学期に指定されてはいる（年間シラバスで配布）

ものの、定期考査はほぼすべて（一部共通問題を扱っ
ている学年あり）各担当者が一人で作成する。たと
えば、理数科の習熟度最上位レッスンの英語Ⅰの
100点分の問題はすべて自分で作る。だから、その
時々の生徒のニーズに合わせて、自由に教材を選ん
で授業の中に織り込み、その中から自由に出題でき
る。隣のクラスとまったく違うことを違う方法で教
えていても、生徒が納得してくれればそれで問題な
しなのだ。そうすると自分の得意分野をさらに得意
とする教師が増える。訳読式教授の大家、構造分析
の重鎮、小テストの鬼、ひたすら音読させる指導者と、
バラエティーに富んだばらばらのスタイルを持った
教師が育つ。「要するに入試で点が取れるように鍛え
ればいいんでしょ」ということである。各教師が個
人商店として、自主教材を作成し競い合うというシ
ステムができていた。さらにこの競い合いを激化さ
せる、生徒による教師の4段階評価があり、教師は
定期的に、「高校英語○人の中で、△位である」との
通知までいただいていた（現在、順位付けは廃止さ
れている）。
そこに、突然、「今年からALを導入します」と言
われたのだから、たまらない。今まで何年も（人によっ
ては何十年も）培ってきたノウハウが使えなくなる
と、恐怖におののいた教師が大多数であった。　
さて、暦を現在に戻す。生徒に活動させ試行錯誤し、

先輩方の授業を拝見して得た教訓。なかなか4技能
をバランスよく教える方法に切り替えられなかった
のが、ALをとり入れることで自然とバランスが整っ
ていくこと。さらに、今までに培った力がなければ
ALをしても何も生まないこと。つまり、今まで個人
商店として作り上げてきた授業をコントロールする
スキルやマイワールドがあってこそ魅力的なALがで
きることである。

桐蔭学園英語科統括主任 大渕  登志世
桐蔭学園女子中学英語科主任 野口  茉莉

特 集2　アクティブラーニング入門

アクティブラーニングを使わないのは
もったいないです
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努力すれば明るい未来が待っていると無邪気に信
じて切磋琢磨できた時代は、幸せだったのだと思う。
英語学習を入試突破の必須項目として、苦行のよう
に単語熟語を覚えさせることは現在の生徒たちには
むずかしい。テレビ番組をながめても、いかに視聴
者を楽しませるかに工夫をこらし、お笑い芸人と呼
ばれるタレントが、硬派な番組に出演する。人を楽
しませることが、あるいは、生徒の立場でいえば、
楽しませてもらうことが当たり前の日常のなか、楽
しくない勉強に自然に向かうはずもない。その時代
が作るムードのなかで、英語学習に向かわせるには、
楽しいと思える教材を提示し、楽しい雰囲気をつく
る必要がある。これは、ALだけに限らないが、楽し
くなければ学ばない、昔ながらの英文解釈を居丈高
に滔々と述べる教師は考え直さなければならない。
しかし、「楽しいだけ、活動だけ」でもまずい。英
語の技能を身に着けることはグローバルな社会の要
請であり、とくに、「話す力」「聞く力」をつけるこ
とが急務である。まずそこに疑問符だ。さらに、「そ
のためには英語で授業をすべきだから、教師は全員、
オールイングリッシュで授業をしなければならない」
「先生だって間違いも言うけれども頑張っている姿が
大事なんだ」という流れ。ここにも疑問符だ。

4技能をバランスよく鍛えるべきであるというこ
とはよい。しかし、そのために、英語で授業をし、
生徒に  “Don’t be afraid of making mistakes.”と言
い続け、大学に入学した時には、「意見を求めるとぺ
らぺらとよくしゃべるけれども、主語も動詞もなく
て何を言っているのかわからない」と言われてしま
う生徒を育ててしまっていいのだろうか。社会から
の要請は、間違えた英文を話し、書いて、なんとか
相手に聞き取ってもらう、読み取ってもらう力をつ
けることではないはずだ。
生徒が身に着けるべき英語力とは、相手の意見を
正確に聞き（読み）とり、情報を正確に取捨選択し、
自分の意見を正確に世界に発信する力である。教師
が英語を使うな、とは言わないし、生徒のミスをす
べて直せ、と言うつもりもない。しかし、軽佻浮薄
なただ英語をしゃべって英語で活動させよという流
れは危険であると思う。

桐蔭学園英語科の AL指導方針
～楽しくなければ学ばないが楽しいだけでも学ばない～

また、AL活動というと、ペアワーク・グループワー
クをすればいいのだ、という誤解がある。逆である。
生徒にこれこれの力をつけたい、という熱い思いが
あり、そこから、ペアあるいはグループで活動をさ
せることがその力をつけるのに有効であるから活動
をさせるのだ。
誰でも初心者から始まる。だから、教授型の授業

しかしたことがないのなら、まず形から入るのは仕
方ないことだ。しかし、そこで満足してはいけない
と思う。教える生徒がどんなに学力が低くとも、教
師は大きな目標を掲げて示してあげるべきだ。「○○
大学合格」なんて小さい目標ではない。「△△ができ
る人間になる」である。「できる」は一生ものだ。成
功体験を通して自己肯定感が高まり、さらに上を目
指して、自主的に学べる生徒になる。本校のagenda 

8にある、「自ら考え判断し行動できる生徒」の創出
を目指してAL指導をしている。

◆授業実践例 1
「CROWM English CommunicationⅠ（三省堂）
 Lesson 8 Section 2を使った授業例」
（予習はなし）
1.  デジタル教科書のフラッシュカードで新出語いを
インプット

2.  「英語で授業」の英問英答問題をスクリーンに映
し、意味を確認

3.  音声を流して、解答させる〔レベルに応じて、日
本語での解答でもよいと指示〕

4.  音読活動（ペアで唱和・シャドウイングなど）
5.  空白部分を埋めながら読む
6.  本文の内容について議論する

＊5について：
目標：日英変換の瞬発力をつける
日本語を英語に変換するのに時間がかかれば、自

然な会話なんてできない。瞬発力が必要である。英
文を暗記させてインプットの量が飽和するとぺらぺ
らとしゃべりだす、なんてこともあるのかもしれな
いが、飽和するのはいつなのだろうか、そんなあて
にならない時期を待って努力させるのはつらい。そ
こで、意図的に瞬発力を鍛えるワークを行う。いろ
いろな場面を設定して、瞬時に英文を作る活動を英
語表現の授業では行っているが、ここでは、英語Ⅰ
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の教科書を使った活動を紹介する。次のように、英
文の中にブランクを作り瞬時英語変換の訓練をする。
スライド画面と本文は下のとおりである。

“I saw a boy about 10 years old walking by.  He 

was carrying a baby on his back.  In those days in 

Japan, we often saw children playing with their 

little brothers or sisters on their backs, but this boy 

was clearly different.  I could see that he had come 

to this place for a serious reason.  He was wearing 

no shoes.  His face was hard.  The little head was 

tipped back as if the baby were fast asleep.

日本語は便利なことに表意文字を持っている。こ
れを使って意味を瞬時に英語に直せる。初めは教師
が作った漢字・記号で練習するが、その次の章では
グループで考えさせる。すると英文・語句・前置詞
の深い意味まで考えるようになる。グループで活動
するのは、より良いアイディアを共有できるからで
ある。コツをつかめたと判断したら、次の章は個人
で漢字記号を考えてすらすら言えるところまで宿題
とする。ALは宿題をどうするかが課題となることが
多いが、新出語の意味を辞書で調べ英文の意味をノー
トに書いてくるという旧来型よりも運用力をつける
宿題となる。クラス全員の前で発表する前にペアで
確認する時間もとる。まじめでシャイな生徒集団の
場合には、友人に一度聞いてもらうという段階を作
ると発表時に大きな声が出る。

＊6について
自分に引きつけて考えられなければ、英語の授業
はただの技術の伝達にすぎない。生徒の感性を豊か
にし、考えるヒントを提示している教材を放置する
手はない。生徒は、グループで意見をまとめ発表する。
1分間話し続けるようにとの指示だが、最初はうま
くいかない。前に立つ緊張感から、人が聞き取れる
スピードなんて無視して小さな声で早口で言うから、
考えていたことはあっという間に話し終えて立ち往
生する。

しかし、この立ち往生した経験が、「次に発表する
ときにはうまくやってやるぞ」という学習に向かう
良い流れを作る。発表の構成をもっと考えるべきだっ
たとか、語彙をもっと増やさなければいけないな、
とか、そういうことだ。「英語のテストでよい点数を
とるために勉強します」と言ってくれる、ありがた
い（？）生徒はもう少ない。『必要は発明の母』では
なく、『必要は学習の母』であると思う。
以下が、話し合いのテーマである。

◆授業実践例 2
「Crown English CommunicationⅠ（三省堂）
 Lesson 9 Section 2を使った授業例」
（予習はなし）
1.～ 4.は実践例１と同じ
5. リテリングする
目標： 英文を読み取り、自分なりの要約文を作り、

言えるようになる
英文の要点を述べようとすると、あるいは書こう

とすると、どうしても最初は1段落ごとのトピック
センテンス（本校では、ALが進んでいる国語科の教
師が多く使っている「柱の文」という言葉で表現）
を拾って、ただつなげることで終わってしまう。
TEAPの要約について西川美香子氏（日本英語検定協
会）の講演を聞いたおりに、「コピペ解答は評価され
ません。」と、宣言され、これは、何らかの対策を打
たねばいけないと、セクションごとの要約をさせよ
うとした。ところが、生徒はとまどうばかりだった。
柱の文を何とか接続詞や接続副詞を使ってつなげる
だけならできるけれども、表現をパラフレーズする
力がまだまだであり、あまり成果がないままに終わっ
ていた。英文の要点を一度、日本語のメモにさせて
から要約するという形もやってみたが、生徒たちは、
要約の日本文を書いてみて、それを英訳しようとす
る、時間がかかる割には英語ができたという達成感
が得られないワークになってしまっていた。そこで、
1月からの最終学期に、「リテリングができるように
なる」ことを大きな目標に掲げた。
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各段落から柱の文を探して下線を引く→その中の
どうしても使いたい表現はキーワードとして○で囲
む→リテリングするためのメモを作成する→ときど
き教科書を見ながらでもよいがあくまでもメモを見
てリテリングする練習をする→メモのみを見てリテ
リングするという段階を踏んだ。

Section 1では、授業中にペアでどうしたらうまく
いくか考えさせ、実際にお互いにリテリングをした
後で、あくまでも一例として、教師自身がメモを見
ながら（生徒も同じメモをスライドで確認しながら）
リテリングした。教師は毎回ちょっとずつ表現を変
えて、同じメモを見ながらでもいろいろな言い方が
あることも指摘した。Section 2では、英文の内容を
確認したのちにリテリングのメモを、ペアワークで
作らせ、リテリングの練習は各自自宅で行うように
指示し、翌日発表させた。その日の発表は、印象的
な言葉をそのまま拾ってくるものもあれば、抽象化
した表現でまとめてくる生徒もいて、どちらも素晴
らしいのだと評価した（ALはほめることが大事）。生
徒は発表を聞くと自然と拍手が出てくるので、シャ
イな生徒の多いクラスでもなんとか前で発表してく
れる。ときどきつまることがあり思い出せないフレー
ズをちょっと言うなどの補助が少々必要だった。そ
のとき、指名されて前に出たけれども流ちょうに言
えなかったことを残念に思っていた生徒が次の授業
ではとても一生懸命に最後の練習に臨んでいて、こ
の時も、失敗することは無駄なことではないと思っ
た。3日目のリテリングは、あまりにすばらしい発
表で、生徒たちは天才なんじゃないかと思った。こ
んなことできるのだろうか？と活動を控えてしまう
ことがあるが、生徒は「できる」と信じて補助を与
えてあげると本当にできるようになるのだと実感で
きた。そして4日目は文章の説明もせずに、自分で
読んで意味を考えてリテリングしておいで、と指示
した。「えーつ？？」と大きな声で反発しているふり
をしていたが顔は笑顔。そして、嫌な活動を回避し
ようと欠席する生徒もいなかったところを見ると、
楽しんでくれていたようだ。やはり、力がつくと実
感できる活動ならば生徒はついてくる。
リテリングを作るときのやり方を示すために、生
徒に見せたスクリーンと、生徒から回収したワーク
シートは以下の通り。Lesson 8で培った英文の意味
を漢字や記号に変換する技術を、強制されたわけで

もないのに使ってくれている生徒もいて、授業で使っ
たスキルを自分のものとして取り込んでくれたのが
うれしい。

〔参考〕2016年7月ELEC夏期英語教育研修会飯塚秀樹氏（当
時自治医科大学看護学部）の実践を参考にさせていただいた。
 【文責：大渕登志世】

Section 4のリテリングのための生徒作成メモ
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特 集2　アクティブラーニング入門    

授業における ICT活用

本校では2015年度中学1、2年、中等1、2年の
全教室に電子黒板を設置すると共に、中学１年生全
員および全教員に iPadを貸与し、授業内外での活用
を推進し始めた。学校全体で主に利用しているアプ
リはClassi、ロイロノートスクール、eトレnetであ
る。以下、iPadやその他アプリケーションを活用し
た実践例を紹介したいと思う。

①ロイロノートスクール
ホームルームや授業クラスごとに課題の配信や回
収ができるグループがつくれ、授業内外で広く活用
されている。生徒各自がプレゼンテーションを作成
して発表したり、授業内で自分の意見を提出し、他
の意見と比較したりすることは様々な教科科目で実
施されている。英語科としては他にも長期休暇中の
課題として教科書の音読練習を課し、音読する自分
の姿を動画に撮影して提出する、ということを中1

から2年間実施してきた。
②Dragon Dictation

音声を認識し、文字に起こしてくれるアプリケー
ションである。授業では全体で音読の練習を繰り返
した後、生徒各自がDragon Dictationを起動して音
読し、正しく発音できているかを確認するツールと
して使っている。上手く認識されない語に関しては
辞書アプリ「ウィズダム2」の音声読み上げ機能で
発音を確認し、発音を修正するように指導している。
③METRONOME

一般的なメトロノームアプリである。生徒たちは
音読の際、語を追うことに精一杯になるあまり、リ
ズムや強弱の無い、単調な読み方になってしまうこ
とが往々にしてある。それを解消するためにメトロ

ノームをかけ、リズムに合わせて強弱をつけながら
読む練習をしている。
④Mimic Player

再生速度を調整できる音声再生アプリである。
NEW CROWN（中学英語教科書）のUSE Readの英文
は新出文法事項こそ登場しないものの文章量も多く、
1文1文に注目していると時間もかかり間延びして
しまうので、ディクテーションをしながら内容把握
をするようにしている。英文のみの虫食いプリント
を配布し、音声を5回聞く間に全ての空所に単語を
書き入れるという作業である。音声はそのままだと
「速い」という意見が多いので、このアプリを使って
速度を調整しながら流している（大体0.8倍～ 0.9

倍）。音声を5回聞いた後はディクテーションの答え
合わせをしながらどんな内容であったか生徒に尋ね
ているが、ほとんどの生徒が内容を正確に把握でき
ているようである。似たような活動は高校生でも
CROWN English Communicationを使って行ってい
るが、高校生の方はディクテーションではなく、「情
報の整理（日本語）」のワークシートを使って穴埋め
の形での内容把握としている。1回では理解できな
い内容が、2回3回と繰り返し聞くうちに、明らかに
聴き取れるようになってくるという体験を全員がし、
自宅学習でも積極的にリスニングに取り組もうとい
うきっかけになっている。
⑤VCompressor

家庭学習用の教材として英作文プリントを配布し、
そのプリントの解説動画をclassiやロイロノートで
生徒に配信するのだが、どちらも送信できる容量に
は限りがあり、動画をかなり細切れに撮影するか、
VCompressorのようなアプリを使って解像度を下
げ、容量を圧縮する必要がある。
⑥PowerPoint

教員が iPadを持つようになったことにより、従来
の新出単語確認や文法説明等の授業の進行は iPadで
行うことが増えた。中でも教科書の音読練習の際に、
文章をアニメーションで流しながら読むことにより、
実際に長文問題を読む時に必要とされる100wpmを
意識することができる。以下に手順。

（1）テキストファイルをスライドに貼る
（2）アニメーション（スライドイン（下から））をつける
（3）「タイミング」で「継続時間」を設定

 【文責：野口茉莉】

『ロイロノートスクール』で写真の共有



2.  具体的内容分析

＜第1問＞
形式と問題数、配点は昨年度と同じ。

A　発音（6点：解答数3）
基本的な単語の発音（母音が1問、子音が2問）を
問う問題。スペリングが同じでも発音が異なるもの
が出題された。
B　アクセント（8点：解答数4）
単語のアクセントのある箇所を問う問題。昨年度

と同様、今年度も2、3、4音節の語が出題された。
例年通り、アクセントのある個所に惑わされやすい
語（marine〔問1〕、satellite, evidence〔問2〕、
assembly〔問3〕、democratic〔問4〕）も複数出題さ
れる。
＜第2問＞
形式と問題数、配点は昨年度と同じ。

A　語彙、語法、文法（20点：解答数10）
語彙、イディオム、動詞の用法等を判断する問題。

時制（〔問5〕〔問10〕）や分詞構文（〔問5〕）は頻出で
ある。イディオムやコロケーションの力を併せて要
求する問題（get + O + 過去分詞〔問8〕、Nobody ... 

as ～ as〔問9〕）も多い。基本的な前置詞や動詞（〔問
1〕〔問3〕）、関係形容詞や関係代名詞（〔問6〕〔問7〕）、
不可算名詞や接続語等の幅広い知識も合わせ持って
おきたい。
B　語句整序（12点：問数3、解答数6）
各文の中に含まれる語彙・語法を用い、意味の通

る文にする問題。動詞の用法（find + it + 形容詞 + 

to ～〔問1〕、cost + O + ～〔問2〕）は必出である。
文法（仮定法や付帯状況等）も併せて確認しておきた
い。

筆記試験
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2017年度

センター試験の
分析と対応
渡 辺  聡
東京学芸大学附属特別支援学校

1.  全体的な傾向

今年のセンター試験［筆記］でもコミュニケーショ
ン能力と読解力を試す出題がなされた。設問形式、
解答数、配点は昨年度と変わらず、例年通り基本的
な問題が多かった。平均点は123.73と、昨年度の
112.43より上がり、ここ5年間で最高となった。
総語数は昨年度とほぼ同じ約4300であった。
コミュニケーション能力をみる問題としては、
第１問A： 単語をきちんとした音で発話する能力 

第１問B： 単語を正しいアクセントで発話する能力
第２問Ｃ： ある発言に対し、適切な応答を考える能力
第３問A：  対話がスムーズに流れるよう、適切な発

話を考える能力
第３問Ｃ： 発言の内容を要約する能力
が例年通り求められている。
　また読解力では、
第３問Ｂ：  パラグラフ単位で文章の構成を論理的に

思考する能力
第４問：  グラフや図表、説明文を参考にして文章を

正確に読み取る能力
第５問：  長文の物語を読み、内容を正確に把握する

能力
第６問：  論説文の流れを正確に追い、各パラグラフ

の主旨をつかみながら長文を読み取る能力
が試される。いずれも文章の全体的な流れをつかん
だ上で、的確な情報を読み取る日頃の学習姿勢が問
われる。
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センター試験の分析と対応

C　応答文完成（12点：解答数3）
与えられた語句を組み合わせ、対話に即した文に
する問題。文法や語法の知識だけでなく、but〔問3〕
等の接続語に注意をし、対話の流れを考える運用力
も問われる。
＜第3問＞
形式と問題数、配点は昨年度と同じ。

A　対話文完成（8点：解答数2）
対話文を完成させる問題。同じ内容を相手が次の

せりふで言っていたり（come to your officeをbefore 

you comeで〔問1〕）、But, but〔問2〕等の接続語で
相手に対する同意、不同意を読み取る。代名詞（it〔問
1〕や指示語 that〔問2選択肢〕）の指す内容を読み取
る力も求められる。会話でよく使われる表現にも慣
れておきたい。
B　不要文選択（15点：解答数3）
パラグラフのまとまりをよくするために取り除いた
方がよい文を1つ選ぶ問題。第1文や最終文からキー
ワードを読み取る（proper shoes, the right shoes

〔問1〕、transporting goods, transportation〔問2〕、
the place where you originally learned it, the same 

environment〔問3〕）。取り除く文にもキーワードが
含まれている場合もあるため、前後の文との関連性
に気をつけ、主題から外れない読み方を心がけたい。
C　発言の意図の要約（18点：解答数3）

2人の発話の要旨、及び議論全体の要旨を選ぶ問
題。ある事柄を別の表現で言い換える（This would 

help local shops and restaurantsとWorking 

closer to home would improve their family lifeを
people in our town would benefit from a new 

workplace hereで〔空欄32〕）ことが多い。また、〔空
欄34〕では、直前に from our discussion so farとあ
るので、話し合い全体をまとめる考え方が述べられ
る。個人の意見と全体の話の進み方の両方を読み取
る柔軟な読解力が求められる。
＜第4問＞
形式と問題数、配点は昨年度と同じ。
Ａ　グラフ読み取り問題（20点：解答数４）
グラフを参考に、展開される論から的確な情報を
得る力を問う問題。本文で与えられた情報を順次グ
ラフに当てはめていく。グラフはあくまでも補助的
なものであり、説明文を正確に読めるか、が問われ
る。Therefore, Thus, On the other hand等、文と

文の関係を示す語（句）で、論理の流れを正確につか
みたい。最終段落に続く話題を考えさせる問題〔問
4〕も、昨年度に引き続き出題された。
B　ウェブサイト読み取り問題（15点：解答数3）
ウェブサイトから適切な情報を読み取る問題。設

問を読み、与えられた条件をもとに、合致する情報
がどこにあるのかを探し出していく。問いに関する
情報は上から順に出てくるわけではないので、設問
の求める情報がある箇所（複数の情報を合わせる場
合もある）を的確につかむことが大切である。
＜第5問＞（30点：解答数5）
形式と問題数、配点は昨年度と同じ。題材は昨年

度同様、物語であった。
5W1Hをきちんととらえて筋を追う。登場人物の
行動や発言、場面の状況から心情を読みとる。柔軟
な思考を持ち、物語で何を一番伝えたいのかを深く
読み込んでいく。
＜第6問＞（36点：問数6、解答数9）
形式と問題数、配点は昨年度と同じ。
各段落の内容を正確に読み取り、内容を問う設問

（設問A）、段落の要旨を順に並べる設問（設問B）の
2本立て。各段落のポイントをつかみ、話がどのよ
うに展開し、主題は何か、という広くかつ深い読解
力が求められる。また、ここでも、正解の選択肢は
本文で使われていない単語や表現で求められる場合
も多いので、基本的な類義語を理解する力も必要で
ある。

3.  昨年度から変化のあった点

❶�第1問Aで、母音1問、子音2問の出題となった（昨
年度は母音2問、子音1問）。
❷�第3問Cで、一人の発言をまとめる問題から、複
数者の発言内容をまとめる問題になった。また、
最後の問いでは、全体を通して議論された内容を
選ぶ問題になった。

❸�第4問Aで、グラフが1つになった（昨年度は2つ）。
❹�第4問Bで、計算する問題がなかった。
❺�第5問問3で、下線部の理由を問う設問が出題さ
れた。

❻�第6問A問2で、下線部の意味を求める問題が、
内容に即した具体的な表現を選ぶものでなく、フ
レーズの意味を類推するものになった（一昨年度
の形式と同じ）。
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4.  日頃の学習で大切なこと

❶多面的に語彙を増やす
ただ単に単語の1つの意味だけを覚えるというの

ではなく、英語での定義、反意語、同義語、接頭辞・
接尾辞、品詞の転換、自動詞・他動詞等、語彙を様々
な方法で多面的に増やしたい。語彙に関連性を持た
せると、未知の語に遭遇したときにも想像力を働か
せてなんとか意味がつかめるようになる。カタカナ
になっている語の英語と日本語の意味の差異や発音・
アクセントに注意して覚えるのも1つの方法であろう。
❷�語と語のつながり（語法、Collocation）に関心
を持つ
ある単語を頭に入れる際、その語がどのような語
と一緒に使われる場合が多いのか、英語としての語
と語の自然なつながりに気を配る習慣を身につけて
おきたい。単独だとイメージしにくかったり、覚え
にくいような単語も、自分が理解しやすい組み合わ
せなら、より効率的に覚えられる。
❸�英語を聞き、自ら口にする
アクセント・強勢・構文（主語と述語の区切れや省
略等）に注意を払って日頃から英語を聞き、音読を
する。単語一つひとつの音に注意を払い、そして文
全体の内容を理解しながら読み進む。何回も繰りか
えして読み込んでゆけば、なによりも英語の音に対

する興味・関心が増し、同時にリスニングの力もつく。
❹�場面や内容のイメージをつかむ
会話の応答を考える場合（第２問Ｃ、第３問Ａ）、

その会話が行われている時、場所、状況等をイメー
ジする力が求められる。また、物語文（第５問）でも、
話の流れをつかんだ上で、想像力を働かせて行間を
読み取り、何を伝えようとしているのか、踏み込ん
で読みたい。
❺�わからない語があっても、前後関係からその意
味を類推する習慣をつける
センター試験では語彙に関する知識が求められる。
とはいえ、意味のわからない語は必ず出てくるもの
と覚悟しよう。すべての単語の意味がわからなくて
も主旨は理解できる、と余裕を持って文章を読み進
めたい。未知語に出会うとすぐに辞書で意味を調べ
る読み方をしていると類推力、想像力が身につかな
くなってしまう。
❻�論理展開を重視した読解力を養う
どんな読み物でも最後まで通して読み、論の展開

がどのようになっているかをパラグラフ中心に考え
る。接続語を手掛かりに、パラグラフがどのように
構成されているか全体の論調を捉え、各パラグラフ
のキーセンテンスを探し、要旨をまとめる。「木を
見て森を見ず」（You cannot see the wood for the 

trees.）にならない大局的な読み方を心がけたい。
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センター試験の分析と対応

リスニング試験
④ You have the wrong number. 

　疑問文で終わる対話の設問は2問あった（昨年度
はなし）。最初の2つのせりふから、会話の場面や
状況を想像できるようにしたい。ここでも、Let me 

think., What about ～ ?〔問11〕、How can I help 

you with that? 〔問12〕等、日常会話でよく使われ
るフレーズが頻出する。
＜第3問A＞対話内容Qs & As（6点；解答数3）
✤ 男女の対話を聞き、その内容についての問いを
読み、答えを選択する

✤ 各対話の総語数：約50語
問16

Woman :  Hello?

Man :  Hi, Jennie.  I’ve got the milk and yogurt 

in my shopping cart.  What else do we 

need?

Woman :  Hang on.  Let me look in the kitchen.

Man :  OK.

Woman :  Um... Will you get some carrots?  And 

make sure they’re organic.

Man :  Organic?  Aren’t they more expensive?

Woman :  A little bit, but it’s worth it.

質問 :  Where is each person now?

選択肢
① At a health food store and at a supermarket.

② At a health food store and at an organic farm.

③ At home and at a supermarket. （正解）
④ At home and at an organic restaurant.

　質問の答えを対話から探す。せりふの数は6か7。
事前に選択肢に目を通し、場面が想像できると余裕
ができる。対話を最後まで聞き、状況や流れの変化
をきちんととらえる。話者が相手に同意しているの
かそうでないのかといった話の流れをつかむ力とと
もに、話者の意図を正確に把握する力も求められる。
＜第3問B＞対話長文内容Qs & As + ビジュアル
（6点；解答数3）
✤ 長めの対話を聞き、その内容についての問いを
読み、答えを選択する（表の空所を埋める設問
はなくなった）

✤ 対話の総語数：約150語
　聞き得た情報をもとに質問に答えていく。多く出

1.  全体的な傾向

出題形式、解答数、配点は昨年度と同じである。
読まれる総語数（1100語強）は昨年度とほぼ同じ。
読み上げ速度は昨年度とほぼ同じで自然な感じであ
るが、音声面でのリダクションもあり、聞き取りに
くい個所もあったと思われる。問題音声も設問ごと
に２回流された。平均点は28.11と、過去5年間で
一番低かった（昨年度30.81、一昨年度35.39）。内
容はいずれも生徒の日常生活や学校生活の中で起き
うる身近な話題がテーマになっている。

2.  具体的内容分析

＜第1問＞対話ビジュアル（12点；解答数6）
✤ 男女の対話を聞き、適切なイラスト、数字、単
語、文を選択する

✤ 各対話の総語数：30語前後
イラストを選ぶ問題は2問になり、イラスト内の

位置を問う問題はなくなった。数値を聞き取って簡
単な計算をする問題は昨年度と同じ2問である。最
初のせりふで状況をつかみ、2番目～4番目のせり
ふのキーワードを聞き逃さないようにする。could’ve 

been ～〔問4〕、a third of ～〔問5〕等、聞き取りに
くい語句も含まれ、細部まで集中して聞く必要があ
る。I don’t mind that.〔問1〕、And the rest?〔問2〕、
fill in for ～〔問3〕等、日常会話でよく使われるフ
レーズにも慣れておきたい。
＜第2問＞対話応答補充（14点；解答数7）
✤ 男女の対話を聞き、最後の発言に対する相手の
応答を選択する

✤ 各対話の語数：約20語～30語
問10

Man :  Oh!  What a surprise!  It’s so good to 

see you.  How have you been? 

Woman :  Ah, hello...

Man :  Don’t you remember me?  I’m Joe, 

from Chicago.

選択肢
① Haven’t you seen him before?

② How did you forget about me?

③ I think you may be mistaken. （正解）
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てくる情報の中から、何について話しているか、相
手はどう反応しているか、指示代名詞が何を指すの
か等を考えながら、求められている情報を確実に押
さえたい。
＜第４問A＞
説明文内容Qs & As（6点；解答数3）　
✤ 説明文を聞き、その内容についての質問を読み、
答えを選択する

✤ 説明文の総語数：約200語
　1回目と2回目の読み上げの間に約15秒のポーズ
がある（昨年度は35秒）。情報が出揃った段階で各
問いの答えを絞り、2回目は確認の作業に当てたい。
質問文から事前に推測した状況をもとに、出てきた
情報を一つ一つ積み重ねてゆき、話の流れに沿って
順に問題に当たってゆく。話の流れが変わったり、
固有名詞も出てくる場合もあるので、メモを取りな
がら、質問されるポイントの個所を絞って聞くこと
も大切である。選択肢では答えとなる語を別の表現
で言い換えたり（performing over three million eye 

operationsを carried out several million eye 

surgeriesに）、まとめる場合も多いので、要点をつ
かむ力も求められる。
＜第４問B＞会話長文内容Qs & As（６点；解答数３）
✤ ３人の会話を聞き、その内容についての質問を
読み、答えを選択する。

✤ 会話文の語数：約300語
　問題冊子に書かれている会話の場面と質問文に目
を通し、事前にどれだけの状況を想定できるかがポ
イント。あとは一人ひとりの主張する内容を総合的
に理解する力（共通点や相違点）と、求められた情報
を正確に取り出す力が必要である。ここでも、選択
肢では答えとなる箇所が別の表現で言い換えられて
いることがある。

3.  対応のポイント

❶状況・場面を想像し、話の流れをつかむ
事前に問題指示文、選択肢、イラスト、状況説明
文等に目を通し、内容を予測してから英語を聞く。
複数の方法が提示され、途中で展開が変わり、最初
に出てきた情報が最後まで同じとは限らない。方向
性を予測した上で、最後まで丁寧に流れを確認したい。
❷英語特有の表現に慣れる
話の展開がつかめれば自然に聞くことができるが、

会話に特有のフレーズは、聞けるだけではなく、意
味が自然に頭に入るまで聞き慣れておくようにして
おきたい。
❸言い換えの表現を読み取る
リスニングと言っても選択肢を読み取る力は筆記

試験同様に要求される。聞き取る英語の表現がその
まま選択肢に入っているとは限らなく、別の形で言
い換えてある場合も多くある。正答の鍵となる情報
をきちんと整理する力もつけておきたい。

4.  日頃の学習で大切なこと

❶�英語の音を聞き、その音を口にする活動を習慣
にする
「継続は力なり」と言われるように、1日5分間で
も英語を聞き続けることが大切である。様々なメ
ディアを使って英語の音やリズムを継続的に耳に入
れておくことを習慣とし、その音を真似して口に出
す活動を続ける。次第に英文の流れが、意味を伴っ
た内容となって頭に残ることになるであろう。
❷�聞いた内容を論理的に組み立て、考える力を育
てる
リスニング力をつけるには、聞いた音を頭の中で

論理的に組み立て直す作業が必要である。教科書等
の、ある程度分量がある文章の内容を理解した上で
英語を聞いて論の展開をつかむ。そして音読、Qs & 

As、dictation等の基本練習を日頃から行い、論理
的思考力も養っておきたい。
❸�自分のことばで実際に表現する機会を増やす
コミュニケーションを成立させるためには、お互

いの考えをきちんと伝え合うことが必要である。相
手の伝えたいことを理解し、それに対して自分の意
見や考えを、決まりきったパターンではなく、自分
のことばで実際に表現する活動を増やしていきたい。



2015年9月、バンクーバーからカナディアン・ロッキー
をめぐるバスツアーに参加した。ブリティッシュ・コロン
ビア州とアルバータ州にまたがるロッキー山脈は、カナ
ディアン・ロッキーとして世界遺産に登録されており、2
つの州には時差が1時間ある。アルバータ州側にはバンフ、
ジャスパーといった人気の2大国立公園があり、ブリ
ティッシュ・コロンビア州側にはヨーホー、クートニー国
立公園やマウント・ロブソン州立公園など3つの州立公園
がある。

初日はバンクー
バーを出発して、
北東へ640km移
動。ガイドさんが
気を利かせてくれ
て、予定とはちが
うラックルジュン
のキャンプ場でラ
ンチをとること
に。ラックルジュ

ンは、「ライスカレー」（中井貴一主演で1986年にフジテ
レビ系列で放映されたドラマ）のロケ地。ドラマで使われ
たログハウスを見ながら静かな湖畔を歩いていると、登場
人物たちの声が聞こえてきそうな感覚にとらわれる。この
他、落差が75ｍもあるスパハッツ滝やサーモンの遡上が
みられる穴場など、旅程に入っていない場所を訪れること
ができる。

翌日は、カナ
ディアン・ロッ
キーの最高峰、
標高3,954ｍの
ロブソン山を間
近で見た後、アルバータ州に入り、ジャスパーのダウンタ
ウンを散策。その後、アイスフィールド・ハイウェイを南
下。コロンビア大氷原センターで専用のシャトルバスに乗
り、氷原手前のターミナルから雪上車に乗り換え、アサバ
スカ氷河の中央へ（写真）。氷河は地球温暖化の影響で溶
けて毎年15mほど減少しているという。ガイドさんに、
飲むと寿命が10年延びると言われて氷河の水を飲んで無
邪気に喜んでいたが、少し複雑な気分になる。

3日目はバンフで市内観光をしたあと、筆者にとっての
旅のハイライトであるレイク・ルイーズとモレーン・レイ
ク（写真）を訪れて感激はマックスに。白い雪とエメラル
ドグリーンの湖のコントラストをしっかりまぶたに焼きつ
ける。最終日は、ヴァーノンの果樹園で美味しいアップル
パイを食べて、オカナガン地方のワインルートを通って、
バンクーバーに戻る。

4日間で走行距離2,143kmの旅をしたことを、後日カ
ナダ人の友人に伝えると、「カナダ人ならロッキー・マウ
ンテンの旅は2週間かけるのがフツー。旅行者が行かない
山の頂上までハイキングするもの。」と言われて呆れられ
るが、カナダの雄大な自然に触れて、自分の悩みがいかに
ちっぽけなものか認識する良い機会になった。
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ナイアガラの滝の高さは57mあります。その段差は
Niagara Escarpmentと呼ばれています。アメリカ側とも
つながっていますが、カナダではナイアガラ地方からオン
タリオ州を北に700km以上、平坦な大地のアクセントと
して自然美を生み出しています。Escarpmentに沿った一
帯は、UNESCOによって生物圏保護区（Biosphere reserve）
に指定されています。
滝があるナイアガラ川は、アメリカとカナダの国境線で

す。東側がニューヨーク州、西側がカナダ・オンタリオ州
です。米英戦争時（1812～ 15年）、カナダ戦線において
ナイアガラ川一帯で多くの戦闘があったようです。For Erie、 
Fort Georgeなどは、アメリカとの激戦を経て、カナダが
領土を維持した史跡として残されています。私が研究員と
して在籍しているBrock大学（公立）もSir Izack Brock少
将に因んで命名され、51年前に開学しました。彼はイギ
リス軍の指揮官でこの地で戦死しましたが、アメリカ軍を
駆逐した功績でカナダの歴史的英雄のひとりです。その後、
カナダは1867年に英植民地を統合して（confederation）

独立し、今年150年を迎えます。カナダ人にとっては、
このような国境をはさんで、アメリカ人とは異なるという
アイデンティティを再確認する年となることでしょう。
ナイアガラの滝の上流にはエリー湖、下流はオンタリオ
湖があり、約100mの高低差があります。私の住むSt 
Catharineは、この高低差に逆らって大型船を「登らせる」
ためのWelland運河が名物となっています（写真上）。毎
朝ジョギングで運河付近を走ると、大きな船がゆっくりと
動く姿に出会います。船を眺めながら、長いセントローレ
ンス川をはるばる上ってきたのかな、ClevelandやDetroit
あたりまで行くのかな、などと道のりを想像し、5大湖地
域の産業の息吹のようなものを感じます。このWelland
運河ですが、地元では冬の到来と春の訪れを示す象徴でも
あります。夏の間にたくさんの船を往来させ、1月～3月
の間は管理作業のため水を最小限まで抜きます。冬はかな
り寂しい情景ともなるのですが、4月になるとエメラルド
色の水が注ぎ込まれ、再び満々と水をたたえます。寒いカ
ナダの春の訪れを告げるナイアガラ地方独特の風景です。

カナダ、ナイアガラ地方の風物
法政大学　飯野  厚

カナダ
便り

連載コラ
ム

カナディアン・ロッキーの
大自然を巡る
成城大学　井上  徹

表紙写真
について

★三省堂教科書・教材サイト
http://tb.sanseido.co.jp
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